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知的資産とは、バランスシートに記載されてい

ない無形資産のことです。その知的資産を活用

した企業価値向上に向けた活動を、目に見える

形で解り易く伝えるために作成した書類です。

（詳細は、10．あとがき に記載しています）

＜＜＜＜表紙表紙表紙表紙写真写真写真写真のののの説明説明説明説明＞＞＞＞

お茶所 滋賀県甲賀市土山町の“頓宮大茶園“

（２０１２年５月 吉岡社長撮影）
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代表代表代表代表取締役取締役取締役取締役 吉岡吉岡吉岡吉岡 秀明秀明秀明秀明

－１－－１－－１－－１－

本報告書発刊に当たり、御挨拶申し上げます。本報告書発刊に当たり、御挨拶申し上げます。本報告書発刊に当たり、御挨拶申し上げます。本報告書発刊に当たり、御挨拶申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

私ども「日本緑茶株式会社」は私ども「日本緑茶株式会社」は私ども「日本緑茶株式会社」は私ども「日本緑茶株式会社」は1963年年年年7月に、地元のお茶農家の御支援のもと事業がス月に、地元のお茶農家の御支援のもと事業がス月に、地元のお茶農家の御支援のもと事業がス月に、地元のお茶農家の御支援のもと事業がス

タートし、一昨年度おかげ様で「創業タートし、一昨年度おかげ様で「創業タートし、一昨年度おかげ様で「創業タートし、一昨年度おかげ様で「創業50周年」を迎えることができました。周年」を迎えることができました。周年」を迎えることができました。周年」を迎えることができました。

創業するきっかけは、私の祖父でもある創業者（吉岡理一）が日本で初となる「インスタ創業するきっかけは、私の祖父でもある創業者（吉岡理一）が日本で初となる「インスタ創業するきっかけは、私の祖父でもある創業者（吉岡理一）が日本で初となる「インスタ創業するきっかけは、私の祖父でもある創業者（吉岡理一）が日本で初となる「インスタ

ント茶」を研究開発したのがきっかけでント茶」を研究開発したのがきっかけでント茶」を研究開発したのがきっかけでント茶」を研究開発したのがきっかけでしたしたしたした。その当時は、お茶は急須で淹れて飲むのが。その当時は、お茶は急須で淹れて飲むのが。その当時は、お茶は急須で淹れて飲むのが。その当時は、お茶は急須で淹れて飲むのが

当たり前の時代でしたので、すぐにはインスタント茶を受け入れてはもらえなかったと、創当たり前の時代でしたので、すぐにはインスタント茶を受け入れてはもらえなかったと、創当たり前の時代でしたので、すぐにはインスタント茶を受け入れてはもらえなかったと、創当たり前の時代でしたので、すぐにはインスタント茶を受け入れてはもらえなかったと、創

業者から聞いております。その後、自動給茶器の普及（業務用）によりインスタント茶の消業者から聞いております。その後、自動給茶器の普及（業務用）によりインスタント茶の消業者から聞いております。その後、自動給茶器の普及（業務用）によりインスタント茶の消業者から聞いております。その後、自動給茶器の普及（業務用）によりインスタント茶の消

費拡大が進み、当社も共に成長することが費拡大が進み、当社も共に成長することが費拡大が進み、当社も共に成長することが費拡大が進み、当社も共に成長することができました。そのような歴史を知るにつけ、創できました。そのような歴史を知るにつけ、創できました。そのような歴史を知るにつけ、創できました。そのような歴史を知るにつけ、創

業者と仲間（チーム）業者と仲間（チーム）業者と仲間（チーム）業者と仲間（チーム）が築き上げたが築き上げたが築き上げたが築き上げた「日本緑茶株式会社」を、創業「日本緑茶株式会社」を、創業「日本緑茶株式会社」を、創業「日本緑茶株式会社」を、創業100年を年を年を年を迎えられるよう迎えられるよう迎えられるよう迎えられるよう

にするのが、私たち若い世代の義務であり任務であるとにするのが、私たち若い世代の義務であり任務であるとにするのが、私たち若い世代の義務であり任務であるとにするのが、私たち若い世代の義務であり任務であると思い至る思い至る思い至る思い至るようになりました。ようになりました。ようになりました。ようになりました。50周周周周
年（半世紀）は祖父の時代であり年（半世紀）は祖父の時代であり年（半世紀）は祖父の時代であり年（半世紀）は祖父の時代であり、これから、これから、これから、これから新たに始まる新たに始まる新たに始まる新たに始まる100周年までの周年までの周年までの周年までの50年間は、私が年間は、私が年間は、私が年間は、私が

舵取り役を舵取り役を舵取り役を舵取り役をさせて頂きながらさせて頂きながらさせて頂きながらさせて頂きながらステークホルダーの皆様と共ステークホルダーの皆様と共ステークホルダーの皆様と共ステークホルダーの皆様と共に歩んでいきたいに歩んでいきたいに歩んでいきたいに歩んでいきたいと思います。と思います。と思います。と思います。

これから、経営の船旅をするにあたって、今までの歴史や人脈や技術などの資産を基これから、経営の船旅をするにあたって、今までの歴史や人脈や技術などの資産を基これから、経営の船旅をするにあたって、今までの歴史や人脈や技術などの資産を基これから、経営の船旅をするにあたって、今までの歴史や人脈や技術などの資産を基

盤にするためにも、この盤にするためにも、この盤にするためにも、この盤にするためにも、この【【【【知的資産経営報告書知的資産経営報告書知的資産経営報告書知的資産経営報告書】】】】ににににおいて、蓄積された経営資源や強み、おいて、蓄積された経営資源や強み、おいて、蓄積された経営資源や強み、おいて、蓄積された経営資源や強み、

不足していて不足していて不足していて不足していて獲得獲得獲得獲得すべき経営資源等を明らかにし、それらの経営資源やすべき経営資源等を明らかにし、それらの経営資源やすべき経営資源等を明らかにし、それらの経営資源やすべき経営資源等を明らかにし、それらの経営資源や強みを強みを強みを強みを連携させ連携させ連携させ連携させ

て、これからのて、これからのて、これからのて、これからの50年に年に年に年に立ち向かう所存です。立ち向かう所存です。立ち向かう所存です。立ち向かう所存です。

これからも、創業者の言葉でもある、「お茶に対する想い」と「お茶に対する自信」を持つこれからも、創業者の言葉でもある、「お茶に対する想い」と「お茶に対する自信」を持つこれからも、創業者の言葉でもある、「お茶に対する想い」と「お茶に対する自信」を持つこれからも、創業者の言葉でもある、「お茶に対する想い」と「お茶に対する自信」を持つ

ことを忘れず、また常に時代の変化に伴うお客様（消費者）の趣向の変化や考えの変化をことを忘れず、また常に時代の変化に伴うお客様（消費者）の趣向の変化や考えの変化をことを忘れず、また常に時代の変化に伴うお客様（消費者）の趣向の変化や考えの変化をことを忘れず、また常に時代の変化に伴うお客様（消費者）の趣向の変化や考えの変化を

考慮しつつ、社内のチーム力を高め、技術面や品質面の向上に取組んでいきたいと思っ考慮しつつ、社内のチーム力を高め、技術面や品質面の向上に取組んでいきたいと思っ考慮しつつ、社内のチーム力を高め、技術面や品質面の向上に取組んでいきたいと思っ考慮しつつ、社内のチーム力を高め、技術面や品質面の向上に取組んでいきたいと思っ

ております。ております。ております。ております。

その取組の一つとして、独自技術である乾燥技術・粉砕技術にさらに改良を重ねるととその取組の一つとして、独自技術である乾燥技術・粉砕技術にさらに改良を重ねるととその取組の一つとして、独自技術である乾燥技術・粉砕技術にさらに改良を重ねるととその取組の一つとして、独自技術である乾燥技術・粉砕技術にさらに改良を重ねるとと

もに、それらの技術を活用して新商品及びＯＥＭ商品の開発に注力したいと思います。もに、それらの技術を活用して新商品及びＯＥＭ商品の開発に注力したいと思います。もに、それらの技術を活用して新商品及びＯＥＭ商品の開発に注力したいと思います。もに、それらの技術を活用して新商品及びＯＥＭ商品の開発に注力したいと思います。

具体化しました例として、後述しますがペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション」具体化しました例として、後述しますがペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション」具体化しました例として、後述しますがペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション」具体化しました例として、後述しますがペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション」

シリーズの新商品を開発し、今夏６月より高級専門店での販売を開始しました。今後も開シリーズの新商品を開発し、今夏６月より高級専門店での販売を開始しました。今後も開シリーズの新商品を開発し、今夏６月より高級専門店での販売を開始しました。今後も開シリーズの新商品を開発し、今夏６月より高級専門店での販売を開始しました。今後も開

発には尽力したいと思っています。発には尽力したいと思っています。発には尽力したいと思っています。発には尽力したいと思っています。

本報告書を通じ、少しでも多くの方々に私どもの「知的資産」本報告書を通じ、少しでも多くの方々に私どもの「知的資産」本報告書を通じ、少しでも多くの方々に私どもの「知的資産」本報告書を通じ、少しでも多くの方々に私どもの「知的資産」

そして経営戦略や事業計画、成長の可能性などをご理解頂き、そして経営戦略や事業計画、成長の可能性などをご理解頂き、そして経営戦略や事業計画、成長の可能性などをご理解頂き、そして経営戦略や事業計画、成長の可能性などをご理解頂き、

これを機に更なるご指導・ご鞭撻やお付き合いを賜ればこの上これを機に更なるご指導・ご鞭撻やお付き合いを賜ればこの上これを機に更なるご指導・ご鞭撻やお付き合いを賜ればこの上これを機に更なるご指導・ご鞭撻やお付き合いを賜ればこの上

なき幸いと存じ上げます。なき幸いと存じ上げます。なき幸いと存じ上げます。なき幸いと存じ上げます。

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社



２．経営哲学２．経営哲学２．経営哲学２．経営哲学

（１）（１）（１）（１）経営理念経営理念経営理念経営理念

お客様の期待以上にお応えできる、

本物のお茶及びお茶関連商品を提供する

経営理念実践のため

①「本物のお茶の味」を追求し続ける。

②お客様の要望に常に耳を傾け、

要望を満たすお茶関連商品の開発に取り組み

ます。

（２）（２）（２）（２）行動規範行動規範行動規範行動規範

従業員全員が常にお客様の立場で考え、

営業・提案・製造・販売・アフターフォローを実施する

会社内でのチームワーク力を高め、

従業員の皆が同じ気持ちで、

提案をし、

製造をし、

また商品を提供することを心がけます。

－２－－２－－２－－２－

＜インスタント茶＞

＜ペースト茶＞

＜インスタント茶専用工場兼本社＞

＜ペースト茶専用工場＞

経営理念を印刷して額

に入れた写真

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社



（１）会社の沿革（１）会社の沿革（１）会社の沿革（１）会社の沿革

創

業

期

創

業

期

創

業

期

創

業

期

1953195319531953年年年年

吉岡理一（日本緑茶創業者）は家業のお茶栽培から勇退し、吉岡理一（日本緑茶創業者）は家業のお茶栽培から勇退し、吉岡理一（日本緑茶創業者）は家業のお茶栽培から勇退し、吉岡理一（日本緑茶創業者）は家業のお茶栽培から勇退し、

近江茶の普及と知名度アップのために率先して大阪に渡り、お茶（茶葉）の小近江茶の普及と知名度アップのために率先して大阪に渡り、お茶（茶葉）の小近江茶の普及と知名度アップのために率先して大阪に渡り、お茶（茶葉）の小近江茶の普及と知名度アップのために率先して大阪に渡り、お茶（茶葉）の小

売店を始める売店を始める売店を始める売店を始める

＜知的資産との関係＞＜知的資産との関係＞＜知的資産との関係＞＜知的資産との関係＞＜緑茶業界の動き＞＜緑茶業界の動き＞＜緑茶業界の動き＞＜緑茶業界の動き＞

・・・・10101010年にも及ぶインスタント茶の開発継続に年にも及ぶインスタント茶の開発継続に年にも及ぶインスタント茶の開発継続に年にも及ぶインスタント茶の開発継続に

より、開発ノウハウが蓄積され、ＤＮＡとしより、開発ノウハウが蓄積され、ＤＮＡとしより、開発ノウハウが蓄積され、ＤＮＡとしより、開発ノウハウが蓄積され、ＤＮＡとし

てててて継承されている。継承されている。継承されている。継承されている。

・同インスタント茶は、独自製法であり、その・同インスタント茶は、独自製法であり、その・同インスタント茶は、独自製法であり、その・同インスタント茶は、独自製法であり、その

製造ノウハウは現在も引き継がれている。製造ノウハウは現在も引き継がれている。製造ノウハウは現在も引き継がれている。製造ノウハウは現在も引き継がれている。

・また、その製法は品質面・安全面にも優れ・また、その製法は品質面・安全面にも優れ・また、その製法は品質面・安全面にも優れ・また、その製法は品質面・安全面にも優れ

ており、その優位性は現在も保たれている。ており、その優位性は現在も保たれている。ており、その優位性は現在も保たれている。ており、その優位性は現在も保たれている。

・同茶製造開始当時より、小ロット・多品種生・同茶製造開始当時より、小ロット・多品種生・同茶製造開始当時より、小ロット・多品種生・同茶製造開始当時より、小ロット・多品種生

産に取り組んできたため、そのノウハウが産に取り組んできたため、そのノウハウが産に取り組んできたため、そのノウハウが産に取り組んできたため、そのノウハウが

蓄積されている。蓄積されている。蓄積されている。蓄積されている。

・株主である地元お茶農家とは創業以来信・株主である地元お茶農家とは創業以来信・株主である地元お茶農家とは創業以来信・株主である地元お茶農家とは創業以来信

頼関係で結ばれている。頼関係で結ばれている。頼関係で結ばれている。頼関係で結ばれている。

1985198519851985年年年年

伊藤園より煎茶のペットボトル発売伊藤園より煎茶のペットボトル発売伊藤園より煎茶のペットボトル発売伊藤園より煎茶のペットボトル発売

・インスタント茶需要拡大に伴い、・インスタント茶需要拡大に伴い、・インスタント茶需要拡大に伴い、・インスタント茶需要拡大に伴い、

一貫製造体制確立し、現在も継続一貫製造体制確立し、現在も継続一貫製造体制確立し、現在も継続一貫製造体制確立し、現在も継続

2000200020002000年：緑茶市場規模年：緑茶市場規模年：緑茶市場規模年：緑茶市場規模2,1712,1712,1712,171億円億円億円億円

第第第第1111次緑茶戦争（キリンより生茶発売）次緑茶戦争（キリンより生茶発売）次緑茶戦争（キリンより生茶発売）次緑茶戦争（キリンより生茶発売）

1954195419541954年年年年 お茶の小売の傍ら、インスタント茶の研究開発を始める（吉岡理一）お茶の小売の傍ら、インスタント茶の研究開発を始める（吉岡理一）お茶の小売の傍ら、インスタント茶の研究開発を始める（吉岡理一）お茶の小売の傍ら、インスタント茶の研究開発を始める（吉岡理一）

1963196319631963年年年年

日本初となるインスタント茶を開発日本初となるインスタント茶を開発日本初となるインスタント茶を開発日本初となるインスタント茶を開発

日本緑茶株式会社を創業（創業者日本緑茶株式会社を創業（創業者日本緑茶株式会社を創業（創業者日本緑茶株式会社を創業（創業者 吉岡理一）吉岡理一）吉岡理一）吉岡理一）

現在の場所にインスタント茶専用工場完成（製造者２名）し、現在の場所にインスタント茶専用工場完成（製造者２名）し、現在の場所にインスタント茶専用工場完成（製造者２名）し、現在の場所にインスタント茶専用工場完成（製造者２名）し、

インスタント茶の製造・販売（卸）を始める（地元お茶農家が株主となり事業開インスタント茶の製造・販売（卸）を始める（地元お茶農家が株主となり事業開インスタント茶の製造・販売（卸）を始める（地元お茶農家が株主となり事業開インスタント茶の製造・販売（卸）を始める（地元お茶農家が株主となり事業開

始）始）始）始）

大阪はインスタント事業の営業所となる大阪はインスタント事業の営業所となる大阪はインスタント事業の営業所となる大阪はインスタント事業の営業所となる

～～～～1992199219921992年年年年 近江茶（茶葉）の販売と並行してインスタント茶の品質改良・普及に専念した近江茶（茶葉）の販売と並行してインスタント茶の品質改良・普及に専念した近江茶（茶葉）の販売と並行してインスタント茶の品質改良・普及に専念した近江茶（茶葉）の販売と並行してインスタント茶の品質改良・普及に専念した

1992199219921992年年年年

インスタント茶事業の拡大をきっかけに、お茶の小売店を閉め、滋賀に戻り、インスタント茶事業の拡大をきっかけに、お茶の小売店を閉め、滋賀に戻り、インスタント茶事業の拡大をきっかけに、お茶の小売店を閉め、滋賀に戻り、インスタント茶事業の拡大をきっかけに、お茶の小売店を閉め、滋賀に戻り、

従業員６名で本格的に始動する。同時に工場の拡張および新乾燥機の導入従業員６名で本格的に始動する。同時に工場の拡張および新乾燥機の導入従業員６名で本格的に始動する。同時に工場の拡張および新乾燥機の導入従業員６名で本格的に始動する。同時に工場の拡張および新乾燥機の導入

2000200020002000年年年年 吉岡秀明吉岡秀明吉岡秀明吉岡秀明 （現社長）入社（現社長）入社（現社長）入社（現社長）入社

2003200320032003年年年年 インスタント茶工場の建て替えインスタント茶工場の建て替えインスタント茶工場の建て替えインスタント茶工場の建て替え(((( 自動包装機の導入自動包装機の導入自動包装機の導入自動包装機の導入))))

成

長

期

成

長

期

成

長

期

成

長

期

第

二

創

業

期

第

二

創

業

期

第

二

創

業

期

第

二

創

業

期

2004200420042004年年年年

代表取締役会長に吉岡理一代表取締役会長に吉岡理一代表取締役会長に吉岡理一代表取締役会長に吉岡理一

代表取締役社長に吉岡秀明が就任代表取締役社長に吉岡秀明が就任代表取締役社長に吉岡秀明が就任代表取締役社長に吉岡秀明が就任

2004200420042004年：緑茶市場規模年：緑茶市場規模年：緑茶市場規模年：緑茶市場規模4,4704,4704,4704,470億円億円億円億円

第第第第2222次緑茶戦争次緑茶戦争次緑茶戦争次緑茶戦争

（サントリーより伊右衛門発売）（サントリーより伊右衛門発売）（サントリーより伊右衛門発売）（サントリーより伊右衛門発売）

・開発ノウハウを基盤に、ペースト茶・開発ノウハウを基盤に、ペースト茶・開発ノウハウを基盤に、ペースト茶・開発ノウハウを基盤に、ペースト茶

の開発に成功の開発に成功の開発に成功の開発に成功

2012201220122012年：年：年：年：

日本コカコーラより綾鷹（濁り茶）発売日本コカコーラより綾鷹（濁り茶）発売日本コカコーラより綾鷹（濁り茶）発売日本コカコーラより綾鷹（濁り茶）発売

2007200720072007年年年年 ホームページ開設ホームページ開設ホームページ開設ホームページ開設

2008200820082008年年年年

経営革新計画の承認経営革新計画の承認経営革新計画の承認経営革新計画の承認

((((ＰＥＴボトル入り緑色緑茶・食するお茶の開発、インスタント茶の拡販ＰＥＴボトル入り緑色緑茶・食するお茶の開発、インスタント茶の拡販ＰＥＴボトル入り緑色緑茶・食するお茶の開発、インスタント茶の拡販ＰＥＴボトル入り緑色緑茶・食するお茶の開発、インスタント茶の拡販))))

2008200820082008年年年年 加熱しても退色しないペースト茶の研究開発を始める加熱しても退色しないペースト茶の研究開発を始める加熱しても退色しないペースト茶の研究開発を始める加熱しても退色しないペースト茶の研究開発を始める

2009200920092009年年年年 ペースト茶専用工場完成（ペースト茶の試作開発に成功）・事業の開始ペースト茶専用工場完成（ペースト茶の試作開発に成功）・事業の開始ペースト茶専用工場完成（ペースト茶の試作開発に成功）・事業の開始ペースト茶専用工場完成（ペースト茶の試作開発に成功）・事業の開始

2013201320132013年年年年

創業５０周年創業５０周年創業５０周年創業５０周年

有機ＪＡＳ認定工場を取得（有機茶葉を使ったインスタント茶）有機ＪＡＳ認定工場を取得（有機茶葉を使ったインスタント茶）有機ＪＡＳ認定工場を取得（有機茶葉を使ったインスタント茶）有機ＪＡＳ認定工場を取得（有機茶葉を使ったインスタント茶）

経営革新計画の承認経営革新計画の承認経営革新計画の承認経営革新計画の承認

((((有機粉末茶の商品化・キラキラ粉末の商品化・ペースト茶の有機ＪＡＳ認定有機粉末茶の商品化・キラキラ粉末の商品化・ペースト茶の有機ＪＡＳ認定有機粉末茶の商品化・キラキラ粉末の商品化・ペースト茶の有機ＪＡＳ認定有機粉末茶の商品化・キラキラ粉末の商品化・ペースト茶の有機ＪＡＳ認定

工場の取得）工場の取得）工場の取得）工場の取得）

2015201520152015年年年年

ペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション（ペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション（ペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション（ペースト茶を使用した「グロッサリー・コレクション（※※※※）」シリーズの）」シリーズの）」シリーズの）」シリーズの３３３３商品開発商品開発商品開発商品開発

し販売開始し販売開始し販売開始し販売開始

経営革新計画の承認経営革新計画の承認経営革新計画の承認経営革新計画の承認

（グロッサリー商品の開発・販売、（グロッサリー商品の開発・販売、（グロッサリー商品の開発・販売、（グロッサリー商品の開発・販売、Ｓ－ＨＡＣＣＰ認定取得他Ｓ－ＨＡＣＣＰ認定取得他Ｓ－ＨＡＣＣＰ認定取得他Ｓ－ＨＡＣＣＰ認定取得他3333件件件件））））

≪≪≪≪今後の今後の今後の今後の予定予定予定予定≫≫≫≫

将

来

将

来

将

来

将

来2015201520152015年年年年

有機ＪＡＳ認定工場を取得予定（有機茶葉を使ったペースト茶の製造・販売の有機ＪＡＳ認定工場を取得予定（有機茶葉を使ったペースト茶の製造・販売の有機ＪＡＳ認定工場を取得予定（有機茶葉を使ったペースト茶の製造・販売の有機ＪＡＳ認定工場を取得予定（有機茶葉を使ったペースト茶の製造・販売の

ため）ため）ため）ため）

上記三件（上記三件（上記三件（上記三件（2008200820082008年、年、年、年、2013201320132013年、年、年、年、2015201520152015年）の経営革新計画の新商品販売開始予定年）の経営革新計画の新商品販売開始予定年）の経営革新計画の新商品販売開始予定年）の経営革新計画の新商品販売開始予定

Ｓ－ＨＡＣＣＰ（滋賀県版ＨＡＣＣＰ）取得予定Ｓ－ＨＡＣＣＰ（滋賀県版ＨＡＣＣＰ）取得予定Ｓ－ＨＡＣＣＰ（滋賀県版ＨＡＣＣＰ）取得予定Ｓ－ＨＡＣＣＰ（滋賀県版ＨＡＣＣＰ）取得予定

－３－－３－－３－－３－

３．事業概要３．事業概要３．事業概要３．事業概要

創業者の吉岡理一は滋賀県甲賀市土山町で生まれ育ち、近

江の茶農家として働き始め、２０代にて出征し、約１０年間の軍隊

生活を送る。陸軍総長になる。終戦後は、滋賀県の近江茶の発展

のために、大阪市に店舗を構え、お茶屋（小売）の商売を始める。

あるとき、インスタントコーヒーが登場し、コーヒーサイフォンや

濾紙で抽出するものであったコーヒー業界に革命をもたらしている

のを知った。その時創業者の吉岡理一は、日本茶においても同じ

ことができないかと考え、家業の傍らインスタント茶の開発に没頭

した。開発に取り組んでから苦節１０年でやっと開発に成功した。

その開発に成功したインスタント茶の事業化を図るべく、地元お茶

農家の協力もあり、日本緑茶(株)を創業し、家業を辞めインスタン

ト茶の製造・販売に専念したのであった。

＜近江茶販路拡張の感謝状＞ ＜創業者の吉岡理一＞

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

（（（（※※※※）グロッサリー・コレクションとは？：食料雑貨・食品雑貨のコレクションのこと。その中でも弊社は高級志向の商品を目指す。）グロッサリー・コレクションとは？：食料雑貨・食品雑貨のコレクションのこと。その中でも弊社は高級志向の商品を目指す。）グロッサリー・コレクションとは？：食料雑貨・食品雑貨のコレクションのこと。その中でも弊社は高級志向の商品を目指す。）グロッサリー・コレクションとは？：食料雑貨・食品雑貨のコレクションのこと。その中でも弊社は高級志向の商品を目指す。

＜グロッサリー・コレクションのロゴマーク＞



３．事業３．事業３．事業３．事業概要概要概要概要

（２）事業内容（２）事業内容（２）事業内容（２）事業内容

－４－－４－－４－－４－

事業名事業名事業名事業名

（製品・サービス名）（製品・サービス名）（製品・サービス名）（製品・サービス名）

特徴特徴特徴特徴 主要顧客（現状）主要顧客（現状）主要顧客（現状）主要顧客（現状）

とターゲット顧客とターゲット顧客とターゲット顧客とターゲット顧客

（将来）（将来）（将来）（将来）

売上売上売上売上

比率比率比率比率

①①①①インスタント茶製造インスタント茶製造インスタント茶製造インスタント茶製造

事業事業事業事業

事業開始時期事業開始時期事業開始時期事業開始時期

１９６３年１９６３年１９６３年１９６３年

（イ）お湯または冷水で溶けるため茶殻が残りません（イ）お湯または冷水で溶けるため茶殻が残りません（イ）お湯または冷水で溶けるため茶殻が残りません（イ）お湯または冷水で溶けるため茶殻が残りません

（このことも当社品の独自特徴です）（このことも当社品の独自特徴です）（このことも当社品の独自特徴です）（このことも当社品の独自特徴です）

（ロ）一貫オリジナル製法（（ロ）一貫オリジナル製法（（ロ）一貫オリジナル製法（（ロ）一貫オリジナル製法（OEM対応も可能）対応も可能）対応も可能）対応も可能）

（当社独自の低温製法（ＮＲ法）のため、味・風味（当社独自の低温製法（ＮＲ法）のため、味・風味（当社独自の低温製法（ＮＲ法）のため、味・風味（当社独自の低温製法（ＮＲ法）のため、味・風味

が優れている）が優れている）が優れている）が優れている）

（ハ）国産茶葉のみの使用（紅茶や烏龍茶などは（ハ）国産茶葉のみの使用（紅茶や烏龍茶などは（ハ）国産茶葉のみの使用（紅茶や烏龍茶などは（ハ）国産茶葉のみの使用（紅茶や烏龍茶などは

輸入茶もあります）輸入茶もあります）輸入茶もあります）輸入茶もあります）

（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用

（ホ）デキストリン以外の添加物は一切不使用（ホ）デキストリン以外の添加物は一切不使用（ホ）デキストリン以外の添加物は一切不使用（ホ）デキストリン以外の添加物は一切不使用

（添加物最小限のため、安全安心です）（添加物最小限のため、安全安心です）（添加物最小限のため、安全安心です）（添加物最小限のため、安全安心です）

（現状）給茶機メー（現状）給茶機メー（現状）給茶機メー（現状）給茶機メー

カー（ＪＲＡなカー（ＪＲＡなカー（ＪＲＡなカー（ＪＲＡな

ど）ど）ど）ど）,
お茶問屋お茶問屋お茶問屋お茶問屋

（（（（将来将来将来将来））））百貨店百貨店百貨店百貨店・・・・専門専門専門専門

店店店店・・・・通販通販通販通販・・・・

OEMOEMOEMOEM対応対応対応対応等等等等

９２％９２％９２％９２％

②②②②ペースト茶製造ペースト茶製造ペースト茶製造ペースト茶製造事業事業事業事業

事業開始時期事業開始時期事業開始時期事業開始時期

２０１０年２０１０年２０１０年２０１０年

（イ）茶葉本来の緑色を加熱しても失わない（レトルト（イ）茶葉本来の緑色を加熱しても失わない（レトルト（イ）茶葉本来の緑色を加熱しても失わない（レトルト（イ）茶葉本来の緑色を加熱しても失わない（レトルト

対応可能）対応可能）対応可能）対応可能）

（このことも当社品の独自特徴です）（このことも当社品の独自特徴です）（このことも当社品の独自特徴です）（このことも当社品の独自特徴です）

（ロ）一貫オリジナル製法（（ロ）一貫オリジナル製法（（ロ）一貫オリジナル製法（（ロ）一貫オリジナル製法（OEM対応も可能）対応も可能）対応も可能）対応も可能）

（当社独自の製法（ＮＲＫ法）のため味が優れて（当社独自の製法（ＮＲＫ法）のため味が優れて（当社独自の製法（ＮＲＫ法）のため味が優れて（当社独自の製法（ＮＲＫ法）のため味が優れて

います。）います。）います。）います。）

（ハ）国産茶葉のみの使用（ハ）国産茶葉のみの使用（ハ）国産茶葉のみの使用（ハ）国産茶葉のみの使用

（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用（二）鈴鹿山脈から流れる野洲川の水を使用

（ホ）ビタミンＣ以外の添加物は一切不使用（ホ）ビタミンＣ以外の添加物は一切不使用（ホ）ビタミンＣ以外の添加物は一切不使用（ホ）ビタミンＣ以外の添加物は一切不使用

（現状）食品卸業者、（現状）食品卸業者、（現状）食品卸業者、（現状）食品卸業者、

食品メーカー、食品メーカー、食品メーカー、食品メーカー、

お茶問屋お茶問屋お茶問屋お茶問屋

（将来）（将来）（将来）（将来） 食品関連会食品関連会食品関連会食品関連会

社・飲食店・社・飲食店・社・飲食店・社・飲食店・

ホテル・ホテル・ホテル・ホテル・OEMOEMOEMOEM

対応対応対応対応等等等等

５％５％５％５％

④④④④その他新開発その他新開発その他新開発その他新開発事業事業事業事業

（すべて試作済み）（すべて試作済み）（すべて試作済み）（すべて試作済み）

事業開始時期事業開始時期事業開始時期事業開始時期

２０１２年２０１２年２０１２年２０１２年

（イ）野菜ペースト・・（イ）野菜ペースト・・（イ）野菜ペースト・・（イ）野菜ペースト・・ お茶のペースト茶と同じ製法（Ｎお茶のペースト茶と同じ製法（Ｎお茶のペースト茶と同じ製法（Ｎお茶のペースト茶と同じ製法（Ｎ

ＲＫ法）で緑色野菜での対応がＲＫ法）で緑色野菜での対応がＲＫ法）で緑色野菜での対応がＲＫ法）で緑色野菜での対応が

可能。可能。可能。可能。

（ロ）抽出茶葉・・・・・（ロ）抽出茶葉・・・・・（ロ）抽出茶葉・・・・・（ロ）抽出茶葉・・・・・ お茶の佃煮などで使用できます。お茶の佃煮などで使用できます。お茶の佃煮などで使用できます。お茶の佃煮などで使用できます。

（ハ）粗挽き茶・・・・・（ハ）粗挽き茶・・・・・（ハ）粗挽き茶・・・・・（ハ）粗挽き茶・・・・・ 粉末茶と粉茶の中間のお茶粉末茶と粉茶の中間のお茶粉末茶と粉茶の中間のお茶粉末茶と粉茶の中間のお茶

（現状）食品卸業者、（現状）食品卸業者、（現状）食品卸業者、（現状）食品卸業者、

食品メーカー、食品メーカー、食品メーカー、食品メーカー、

飲食店飲食店飲食店飲食店

（将来）食品関連会社（将来）食品関連会社（将来）食品関連会社（将来）食品関連会社

・飲食店・・飲食店・・飲食店・・飲食店・

ＯＥＭ対応等ＯＥＭ対応等ＯＥＭ対応等ＯＥＭ対応等

３％３％３％３％

③グロッサリー③グロッサリー③グロッサリー③グロッサリー

コレクションコレクションコレクションコレクション商品事業商品事業商品事業商品事業

事業開始時期事業開始時期事業開始時期事業開始時期

２０１５年２０１５年２０１５年２０１５年

（（（（イイイイ））））ペースト茶の技術により完成した新商品ペースト茶の技術により完成した新商品ペースト茶の技術により完成した新商品ペースト茶の技術により完成した新商品

（（（（ロロロロ））））フレーバーフレーバーフレーバーフレーバー・・・・テイストをテイストをテイストをテイストを、、、、一流プロのパテシエに一流プロのパテシエに一流プロのパテシエに一流プロのパテシエによよよよ

りりりり作り上げた商品作り上げた商品作り上げた商品作り上げた商品

（（（（ハハハハ））））美味しく売れるもので美味しく売れるもので美味しく売れるもので美味しく売れるもので、、、、高級志向をターゲットとし高級志向をターゲットとし高級志向をターゲットとし高級志向をターゲットとし

たたたた商品商品商品商品

（現状）高級専門店（現状）高級専門店（現状）高級専門店（現状）高級専門店

（（（（将来将来将来将来））））高級専門店高級専門店高級専門店高級専門店・・・・

ホテルホテルホテルホテル・・・・料亭料亭料亭料亭・・・・

飲食店飲食店飲食店飲食店・・・・OEMOEMOEMOEM

対応対応対応対応等等等等

０％０％０％０％

＜緑茶ペースト＞
＜抹茶ペースト＞

【レトルト殺菌後の比較】

＜ほうれん草ペースト＞
＜抽出茶葉＞ ＜粗挽き茶葉＞

（売上比率はＨ２７年１月期実績）

＜インスタント緑茶＞

＜インスタントほうじ茶＞
＜ＮＲＫ法のペースト茶＞＜市販の粉末抹茶ペースト＞

＜グロッサリー・コレクションの3商品＞



４．市場環境４．市場環境４．市場環境４．市場環境

－５－－５－－５－－５－

（１）お茶の国内における市場状況（１）お茶の国内における市場状況（１）お茶の国内における市場状況（１）お茶の国内における市場状況（図表出典は全て全国茶生産団体連合会）（図表出典は全て全国茶生産団体連合会）（図表出典は全て全国茶生産団体連合会）（図表出典は全て全国茶生産団体連合会）

①茶系飲料の生産量の推移①茶系飲料の生産量の推移①茶系飲料の生産量の推移①茶系飲料の生産量の推移

＜＜＜＜ 茶系飲料の生産量の推移＞茶系飲料の生産量の推移＞茶系飲料の生産量の推移＞茶系飲料の生産量の推移＞

＜＜＜＜ 茶類の消費量の推移＞茶類の消費量の推移＞茶類の消費量の推移＞茶類の消費量の推移＞

【【【【図表図表図表図表ーーーー１１１１】】】】

【【【【図表図表図表図表ーーーー２２２２】】】】

②②②②茶類の消費量の推移茶類の消費量の推移茶類の消費量の推移茶類の消費量の推移

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

茶系飲料合計の生産量の推移

は、左の【図表－１】に示されてい

ますようにここ数年微減傾向です

が、それほど大きな落ち込みとは

なっていません。その茶系飲料の

中で緑茶飲料の占める比率は、

約４割強と最も大きな比率を示し

ています。緑茶飲料もここ数年微

減傾向ではありますが、茶系飲

料と同じようにそれほど大きな落

ち込みとはなっていません。

緑茶飲料が主力である当社に

とっては、微減とはいえ高水準の

需要（生産量）は見込めますが、

長期的にも微減を予測し対策は

取るべきと思われます。

茶系飲料の代表的品種である

緑茶・紅茶・ウーロン茶の３品種

の消費量の推移をみますと、左

の【図表ー２】に示されています

ように、ここ数年やはり微減傾向

であり、特に緑茶の落ち込みが

紅茶・ウーロン茶と比較して大き

いことが読み取れます。このこと

から、緑茶が主力の当社にとっ

て緑茶に頼ることの危険性が読

み取れますので、緑茶の特性を

活かしながら新たな戦略が必要

と思われます。

＜資料出典元の、全国茶生産団体連合会のＨＰのトップページです。このサイトではお茶のいろいろな情報を見ることができます＞



（２）「近江茶」の産地滋賀県の見解（２）「近江茶」の産地滋賀県の見解（２）「近江茶」の産地滋賀県の見解（２）「近江茶」の産地滋賀県の見解

滋賀県は近江茶の産地ですが、その滋賀県より「近江の茶」に関して次のような見解が示されてい

ます。

４．市場環境４．市場環境４．市場環境４．市場環境

＜＜＜＜【【【【図表図表図表図表ーーーー３３３３】】】】 緑茶緑茶緑茶緑茶の消費量の消費量の消費量の消費量((((供給ベース供給ベース供給ベース供給ベース))))のののの推移＞推移＞推移＞推移＞

＜＜＜＜【【【【図表図表図表図表ーーーー４４４４】】】】緑茶の一人あたりの購入量の推移＞緑茶の一人あたりの購入量の推移＞緑茶の一人あたりの購入量の推移＞緑茶の一人あたりの購入量の推移＞

③緑茶の消費量の推移③緑茶の消費量の推移③緑茶の消費量の推移③緑茶の消費量の推移

緑茶の消費量の推移は、右の

【図表ー３】に示されていますよ

うに生産量の推移とほぼ同じ傾

向で、ここ数年微減傾向を示し

ています。

また、一時増加傾向にあった

輸入量も近年は減少し、緑茶に

関しては９割以上が国内産茶葉

であることが読み取れ、日本製

茶葉にこだわりがあると推測さ

れます。

④④④④緑茶の一人当たり購入量の推移緑茶の一人当たり購入量の推移緑茶の一人当たり購入量の推移緑茶の一人当たり購入量の推移

問題は緑茶の購入金額の推

移です。

【図表ー３】、【図表ー４】から読

み取れますように、消費量や一

人当たり購入量はそれほど大き

く落ち込んでいませんが、購入

金額は大きく落ち込んでいます。

当社の推測ですが、

このことは比較的低価格のペッ

トボトル茶等の普及の影響と思

われます。

当社のような小企業では、この

ような低価格戦争は不利であり、

何らかの差別化が必要と思って

います。

（３（３（３（３）市場環境に対する当社の見解）市場環境に対する当社の見解）市場環境に対する当社の見解）市場環境に対する当社の見解

これまで見て来ましたように、緑茶をメインとしたお茶製品加工業者の当社にとっては、逆風の市場

環境にあると思います。主なものを挙げますと、

①原料茶葉の生産費上昇や品質・収量の不安定

②緑茶の消費量の漸減と購入価格（売価）の低下

に集約されると思います。このような環境を前提に、高付加価値化の差別化商品の開発・営業力の強

化等に尽力したいと思います。

－６－－６－－６－－６－

「「「「近年、急須で淹れるリーフ緑茶の需要が伸び悩ん近年、急須で淹れるリーフ緑茶の需要が伸び悩ん近年、急須で淹れるリーフ緑茶の需要が伸び悩ん近年、急須で淹れるリーフ緑茶の需要が伸び悩ん

でおり、全国的に荒茶価格の低迷が続いてでおり、全国的に荒茶価格の低迷が続いてでおり、全国的に荒茶価格の低迷が続いてでおり、全国的に荒茶価格の低迷が続いていますいますいますいます。さ。さ。さ。さ

らに、肥料・農薬など生産資材価格の高騰による生らに、肥料・農薬など生産資材価格の高騰による生らに、肥料・農薬など生産資材価格の高騰による生らに、肥料・農薬など生産資材価格の高騰による生

産費の上昇や、最近の気象変動に伴う茶産費の上昇や、最近の気象変動に伴う茶産費の上昇や、最近の気象変動に伴う茶産費の上昇や、最近の気象変動に伴う茶葉の葉の葉の葉の品質・品質・品質・品質・

収量の不安定化などが加わり、「近江の茶」を支える収量の不安定化などが加わり、「近江の茶」を支える収量の不安定化などが加わり、「近江の茶」を支える収量の不安定化などが加わり、「近江の茶」を支える

茶生産者の農業経営に悪影響を茶生産者の農業経営に悪影響を茶生産者の農業経営に悪影響を茶生産者の農業経営に悪影響を及ぼして及ぼして及ぼして及ぼしています。います。います。います。」」」」

（出典：滋賀県「近江の茶」生産振興指針より）

当社は茶葉生産の農業者ではありませんが、原

料茶

当社は茶葉生産の農業者

ではありませんが、原料茶

当社は茶葉生産の農業者ではありませんが、

原料茶葉を購入して加工する業者として、原料茶

葉の「生産費上昇や品質・収量の不安定」は大き

な脅威です。幸い当社は茶葉納入業者の約半数

が当社株主であり、今後もこれらの株主との連携

の強化には引き続き取り組んでいきます。

葉を購入して加工する業者として、「生産費上昇

や品質・

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社



５．これまでの事業展開５．これまでの事業展開５．これまでの事業展開５．これまでの事業展開

－７－－７－－７－－７－

期間期間期間期間 戦略・方針戦略・方針戦略・方針戦略・方針 取組み・投資取組み・投資取組み・投資取組み・投資 成果・課題成果・課題成果・課題成果・課題

創業期創業期創業期創業期

（１９５３年（１９５３年（１９５３年（１９５３年

～～～～

２００３年）２００３年）２００３年）２００３年）

近江茶の普及と日本初近江茶の普及と日本初近江茶の普及と日本初近江茶の普及と日本初

のインスタント茶ののインスタント茶ののインスタント茶ののインスタント茶の

開発・普及開発・普及開発・普及開発・普及

・大阪に渡り、「近江特産」という店名・大阪に渡り、「近江特産」という店名・大阪に渡り、「近江特産」という店名・大阪に渡り、「近江特産」という店名

で近江茶の販売促進・普及・知名度で近江茶の販売促進・普及・知名度で近江茶の販売促進・普及・知名度で近江茶の販売促進・普及・知名度

アップに取組むアップに取組むアップに取組むアップに取組む

・並行してインスタント茶の開発に取・並行してインスタント茶の開発に取・並行してインスタント茶の開発に取・並行してインスタント茶の開発に取

組み、約１０年を要したが開発に成組み、約１０年を要したが開発に成組み、約１０年を要したが開発に成組み、約１０年を要したが開発に成

功。同時に地元土山にインスタント功。同時に地元土山にインスタント功。同時に地元土山にインスタント功。同時に地元土山にインスタント

茶専用工場を建てる。大阪はイン茶専用工場を建てる。大阪はイン茶専用工場を建てる。大阪はイン茶専用工場を建てる。大阪はイン

スタント事業の営業所となるスタント事業の営業所となるスタント事業の営業所となるスタント事業の営業所となる

・近江茶の知名度アップは一・近江茶の知名度アップは一・近江茶の知名度アップは一・近江茶の知名度アップは一

定の役割を果たした定の役割を果たした定の役割を果たした定の役割を果たした

・インスタント茶の開発成功と・インスタント茶の開発成功と・インスタント茶の開発成功と・インスタント茶の開発成功と

いう大きな成果を上げたいう大きな成果を上げたいう大きな成果を上げたいう大きな成果を上げた

また普及も進んだまた普及も進んだまた普及も進んだまた普及も進んだ

・課題は価格が安価であり収・課題は価格が安価であり収・課題は価格が安価であり収・課題は価格が安価であり収

益性が低いこと。益性が低いこと。益性が低いこと。益性が低いこと。

高付加価値品開発も課題高付加価値品開発も課題高付加価値品開発も課題高付加価値品開発も課題

成長期成長期成長期成長期

（２００４年（２００４年（２００４年（２００４年

～～～～

２０１２年）２０１２年）２０１２年）２０１２年）

お客様の新しいライフお客様の新しいライフお客様の新しいライフお客様の新しいライフ

スタイルに対応するスタイルに対応するスタイルに対応するスタイルに対応する

新しいお茶素材の開発新しいお茶素材の開発新しいお茶素材の開発新しいお茶素材の開発

・ペースト茶の開発に取組み成功。・ペースト茶の開発に取組み成功。・ペースト茶の開発に取組み成功。・ペースト茶の開発に取組み成功。

同時にペースト茶専用工場を建て同時にペースト茶専用工場を建て同時にペースト茶専用工場を建て同時にペースト茶専用工場を建て

るるるる

・ペースト茶を使用した商品開発に・ペースト茶を使用した商品開発に・ペースト茶を使用した商品開発に・ペースト茶を使用した商品開発に

取組み始めた取組み始めた取組み始めた取組み始めた

・ペースト茶の開発成功というペースト茶の開発成功というペースト茶の開発成功というペースト茶の開発成功という

大きな成果を上げた大きな成果を上げた大きな成果を上げた大きな成果を上げた

・普及が不十分なのが課題・普及が不十分なのが課題・普及が不十分なのが課題・普及が不十分なのが課題

・またペースト茶を使用した商・またペースト茶を使用した商・またペースト茶を使用した商・またペースト茶を使用した商

品開発もヒット商品がなく品開発もヒット商品がなく品開発もヒット商品がなく品開発もヒット商品がなくここここ

れもれもれもれも課題課題課題課題

第二第二第二第二

創業期創業期創業期創業期

（２０１３年（２０１３年（２０１３年（２０１３年

～～～～

新商品の開発と新商品の開発と新商品の開発と新商品の開発と

経営の近代化経営の近代化経営の近代化経営の近代化

・ペースト茶を使用した商品開発に・ペースト茶を使用した商品開発に・ペースト茶を使用した商品開発に・ペースト茶を使用した商品開発に

本格的に取り組み始めた本格的に取り組み始めた本格的に取り組み始めた本格的に取り組み始めた

・開発にあたり、他業種との連携も強・開発にあたり、他業種との連携も強・開発にあたり、他業種との連携も強・開発にあたり、他業種との連携も強

化化化化

・経営革新計画の推進、有機ＪＡＳ認・経営革新計画の推進、有機ＪＡＳ認・経営革新計画の推進、有機ＪＡＳ認・経営革新計画の推進、有機ＪＡＳ認

証の推進証の推進証の推進証の推進

・Ｓ－ＨＡＣＣＰ認証の推進・Ｓ－ＨＡＣＣＰ認証の推進・Ｓ－ＨＡＣＣＰ認証の推進・Ｓ－ＨＡＣＣＰ認証の推進

・経営革新計画・経営革新計画・経営革新計画・経営革新計画 ２件、２件、２件、２件、有機ＪＡ有機ＪＡ有機ＪＡ有機ＪＡ

ＳＳＳＳ １件認定された１件認定された１件認定された１件認定された

・開発に成功した・開発に成功した・開発に成功した・開発に成功した グロッサグロッサグロッサグロッサ

リーコレクションシリーズはリーコレクションシリーズはリーコレクションシリーズはリーコレクションシリーズは

拡販有望と推測される拡販有望と推測される拡販有望と推測される拡販有望と推測される

・更なる新商品の開発が課題・更なる新商品の開発が課題・更なる新商品の開発が課題・更なる新商品の開発が課題

＜店舗名：近江特産（大阪市旭区）＞ ＜インスタント茶の粉末を入れ、お湯または水を注ぐだけ！＞

＜緑茶ペースト（上）と商品形態（右）＞

企画・開発企画・開発企画・開発企画・開発

販売販売販売販売

連

携

連

携

連

携

連

携

企

業

企

業

企

業

企

業

有名シェフ有名シェフ有名シェフ有名シェフ

仲介仲介仲介仲介

グロッサリーグロッサリーグロッサリーグロッサリー

共同共同共同共同開発開発開発開発

高級店に卸高級店に卸高級店に卸高級店に卸

グロッサリーグロッサリーグロッサリーグロッサリー

販売販売販売販売

【【【【グロッサリーの共同開発・販売体制グロッサリーの共同開発・販売体制グロッサリーの共同開発・販売体制グロッサリーの共同開発・販売体制】】】】

＜有機ＪＡＳ認定証＞



６．自社の強み・優位性（知的資産）６．自社の強み・優位性（知的資産）６．自社の強み・優位性（知的資産）６．自社の強み・優位性（知的資産）

－８－－８－－８－－８－

人的資産人的資産人的資産人的資産 従業員が退職時に一緒に持ち出す資産従業員が退職時に一緒に持ち出す資産従業員が退職時に一緒に持ち出す資産従業員が退職時に一緒に持ち出す資産

例）例）例）例） イノベーション能力、想像力、ノウハウ、経験、柔軟性、学習能力、モチベーション等イノベーション能力、想像力、ノウハウ、経験、柔軟性、学習能力、モチベーション等イノベーション能力、想像力、ノウハウ、経験、柔軟性、学習能力、モチベーション等イノベーション能力、想像力、ノウハウ、経験、柔軟性、学習能力、モチベーション等

構造資産構造資産構造資産構造資産 従業員の退職時に企業内に残留する資産従業員の退職時に企業内に残留する資産従業員の退職時に企業内に残留する資産従業員の退職時に企業内に残留する資産

例）例）例）例） 組織の柔軟性、データベース、文化、システム、手続き、文書サービス等組織の柔軟性、データベース、文化、システム、手続き、文書サービス等組織の柔軟性、データベース、文化、システム、手続き、文書サービス等組織の柔軟性、データベース、文化、システム、手続き、文書サービス等

関係資産関係資産関係資産関係資産 企業の対外的関係に付随したすべての資産企業の対外的関係に付随したすべての資産企業の対外的関係に付随したすべての資産企業の対外的関係に付随したすべての資産

例）例）例）例） イメージ、顧客ロイヤリティ、顧客満足度、供給業者との関係、金融機関への交渉力等イメージ、顧客ロイヤリティ、顧客満足度、供給業者との関係、金融機関への交渉力等イメージ、顧客ロイヤリティ、顧客満足度、供給業者との関係、金融機関への交渉力等イメージ、顧客ロイヤリティ、顧客満足度、供給業者との関係、金融機関への交渉力等

知

的

資

産

知

的

資

産

知

的

資

産

知

的

資

産

のののの

３３３３

分

類

分

類

分

類

分

類

当社の主な知的資産は、“５０年のモノづくり経験”と“進取の気性”が相まって次のような資産が蓄

積されています。

（１）５０年に渡り継承されている製造ノウハウ（人的資産・構造資産）

（２）一貫製造体制に基づく高品質モノづくり（構造資産）

（３）製品の品質・安全優位性（構造資産）

（４）蓄積された小ロット生産ノウハウ（構造資産）

（５）優れた開発力・技術力（構造資産）

（６）信頼関係で結ばれた仕入ネットワーク（関係資産）

以下順次詳述します。

（１）５０年に渡り継承されている製造ノウハウ（人的・構造資産）（１）５０年に渡り継承されている製造ノウハウ（人的・構造資産）（１）５０年に渡り継承されている製造ノウハウ（人的・構造資産）（１）５０年に渡り継承されている製造ノウハウ（人的・構造資産）

＜製造ノウハウを引継ぐ

技術者＞

（当社工場横の茶畑で）

５０年の製造経験を持つインスタント茶は、当社独自の製法（ＮＲ

法）であり、長年にわたって改良を積み重ねながら現在に至ってい

ます。一般的な製法ではないため、技術指導をするのは社内の人

間に限られ、その製法はノウハウの塊と言えます。

（後述しますように、同製法による品質優位性は現在も保たれ続け

ています）

（２）一貫製造体制に基づく高品質なモノづくり（構造資産）（２）一貫製造体制に基づく高品質なモノづくり（構造資産）（２）一貫製造体制に基づく高品質なモノづくり（構造資産）（２）一貫製造体制に基づく高品質なモノづくり（構造資産）

当社は営業・開発・原料調達・製造・販売までを全て自社で一貫して

行っています。そのため各部門間の連携も十分取れ、かつ５０年分の茶

づくりのデータも活用している為高品質のモノづくりができます。

この50年分の茶づくりのデータも、当社にとっては貴重な構造資産です。

インスタント茶を取り扱う業者は全国で100社以上ありますが、そのほ
とんどが、外注で作ったものを販売する形態をとっています。一方当社

は一貫体制が構築されている為、高品質に留まらず短納期や充実した

アフターフォローも実現しています

また当社は、自社の新商品の開発だけ

でなく、他社からの新商品依頼などにも対

応し、蓄積された技術とノウハウに開発力

を加味して高品質な商品を提案すること

ができます。

どのような新商品案件でも可能な限り対

応しますので、是非ご一報ください。

＜事業計画書＞

（営業・開発・原料調達・製造・販売全般の）

＜展示会での営業（商談）＞

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

＜地元土山茶の茶葉を多量に調達＞



６．自社の強み・優位性（知的６．自社の強み・優位性（知的６．自社の強み・優位性（知的６．自社の強み・優位性（知的資産）資産）資産）資産）

（３）製品の品質・安全優位性（構造資産（３）製品の品質・安全優位性（構造資産（３）製品の品質・安全優位性（構造資産（３）製品の品質・安全優位性（構造資産））））

①インスタント茶①インスタント茶①インスタント茶①インスタント茶

インスタント茶は、茶葉から取り出した抽出液をデキストリンと混合させ乾燥

させるもので、お湯または冷水を注ぐだけで溶け、残渣は残渣は残渣は残渣は残残残残りませんりませんりませんりません。そのた

め、簡易化を求める時代には便利な商品と言えます。・・・品質優位性品質優位性品質優位性品質優位性

一般市販されているインスタント茶と同類のものとして、茶葉を粉砕しただけの

粉末茶がありますが、この粉末茶は残渣が残ります。

また、弊社の独自の低温乾燥技術（NR法）で製造することにより、製品に対

する劣化（ダメージ）が少ないため、次のような特性があります。

（イ）お茶が本来持っている味・風味が保たれます。味・風味が保たれます。味・風味が保たれます。味・風味が保たれます。 ・・・品質優位性品質優位性品質優位性品質優位性

（ロ）他社製品ではよく使用されるビタミンＣ（酸化防止剤）（酸化防止剤）（酸化防止剤）（酸化防止剤）を添加する必要が必要が必要が必要が

から取り出した抽出液をデキストリンと混合させ乾燥させから取り出した抽出液をデキストリンと混合させ乾燥させから取り出した抽出液をデキストリンと混合させ乾燥させから取り出した抽出液をデキストリンと混合させ乾燥させ

るもので、お湯またはるもので、お湯またはるもので、お湯またはるもので、お湯または

冷水を注ぐだけで溶け、残渣は残らない。そのため、簡冷水を注ぐだけで溶け、残渣は残らない。そのため、簡冷水を注ぐだけで溶け、残渣は残らない。そのため、簡冷水を注ぐだけで溶け、残渣は残らない。そのため、簡

易化を求める時代には便利な商品と言える。易化を求める時代には便利な商品と言える。易化を求める時代には便利な商品と言える。易化を求める時代には便利な商品と言える。

対照的なものとしては、茶葉を粉砕しただけの粉末茶が対照的なものとしては、茶葉を粉砕しただけの粉末茶が対照的なものとしては、茶葉を粉砕しただけの粉末茶が対照的なものとしては、茶葉を粉砕しただけの粉末茶が

ある。（残渣が残る）ある。（残渣が残る）ある。（残渣が残る）ある。（残渣が残る）

また、弊社の特殊乾燥技術（また、弊社の特殊乾燥技術（また、弊社の特殊乾燥技術（また、弊社の特殊乾燥技術（NR法）により、製品に対す法）により、製品に対す法）により、製品に対す法）により、製品に対す

る劣化（ダメージ）が低いため、他社製品ではよくる劣化（ダメージ）が低いため、他社製品ではよくる劣化（ダメージ）が低いため、他社製品ではよくる劣化（ダメージ）が低いため、他社製品ではよく

使用されるビタミンＣ（酸化防止剤）も入れる必要性はな使用されるビタミンＣ（酸化防止剤）も入れる必要性はな使用されるビタミンＣ（酸化防止剤）も入れる必要性はな使用されるビタミンＣ（酸化防止剤）も入れる必要性はな

い。い。い。い。

②ペースト茶②ペースト茶②ペースト茶②ペースト茶

ペースト茶事業は、「「「「加熱しても本来の茶葉の色が退色しない加熱しても本来の茶葉の色が退色しない加熱しても本来の茶葉の色が退色しない加熱しても本来の茶葉の色が退色しない」」」」かつ「お茶本「お茶本「お茶本「お茶本

来の味が損なわれない」来の味が損なわれない」来の味が損なわれない」来の味が損なわれない」お茶というのが、最大の特徴です。従来の粉末茶では

加熱した際クロレラなどを入れないと色が退色していたものが、NRK法のペー
スト茶ではそれが防げるため、今まで退色で困っていた商品や、退色するので

作ることができなかった商品への対応ができ、「 NRK法のペースト茶＋食材＝
新商品！！」といったことができ、非常に新規性が高い素材です。

・・・品質優位性品質優位性品質優位性品質優位性

から取り出した抽出液をデキストリンと混合させ乾燥させるもので、お湯または

冷水を注ぐだけで溶け、残渣は残らない。そのため、簡易化を求める時代には

便利な商品と言える。

対照的なものとしては、茶葉を粉砕しただけの粉末茶がある。（残渣が残る）

また、弊社の特殊乾燥技術（NR法）により、製品に対する劣化（ダメージ）が低

いため、他社製品ではよく

使用されるビタミンＣ（酸化防止剤）も入れる必要性はない。

－９－－９－－９－－９－

＜インスタント茶＞

＜緑色飲料茶＞

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

＜顧客＜顧客＜顧客＜顧客ターゲット＆提供ターゲット＆提供ターゲット＆提供ターゲット＆提供方法＞方法＞方法＞方法＞

（イ）茶問屋・・・取扱い商品の新アイテムとして、インスタント茶を勧める。

（ロ）飲食店・・・「手軽に作れる本格的なお茶」をお客様へ提供して頂く。

（ハ）通 販 ・・・通信販売会社を経由して、「手軽に作れる本格的なお茶」を一般消費者へ提供

（二）販売機・・・自動販売機や有料の自動給茶器で「手軽に作れる本格的なお茶」を提供

＜顧客＜顧客＜顧客＜顧客ターゲット＆提供ターゲット＆提供ターゲット＆提供ターゲット＆提供方法＞方法＞方法＞方法＞

（イ） 茶問屋 ・・・高品質取扱い商品の新アイテムとして、ペースト茶を勧める。

（ロ）食品会社・・・加熱しても本来の茶葉の色が退色しない特徴を生かした「新商品」の開発・販売を

勧める。

（ハ） 飲食店 ・・・ 緑色のお茶・お酒や、お茶の緑色を生かしたメニューの提案

ありませんありませんありませんありません。・・・安全優位性安全優位性安全優位性安全優位性

お茶お茶お茶お茶の味・風味へのこだわりの味・風味へのこだわりの味・風味へのこだわりの味・風味へのこだわり

普通普通普通普通

（コモデティ）（コモデティ）（コモデティ）（コモデティ）

高い高い高い高い

（高付加価値）（高付加価値）（高付加価値）（高付加価値）

価

格

価

格

価

格

価

格

（味・（味・（味・（味・色色色色が良ければ少々高くてよい）が良ければ少々高くてよい）が良ければ少々高くてよい）が良ければ少々高くてよい）

高い高い高い高い

安い安い安い安い

（味・（味・（味・（味・色色色色が普通であれば安いほうがよい）が普通であれば安いほうがよい）が普通であれば安いほうがよい）が普通であれば安いほうがよい）

ペースト茶ペースト茶ペースト茶ペースト茶

インスタント茶インスタント茶インスタント茶インスタント茶
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顧

客

領

域

顧

客

領

域

顧

客

領

域

顧

客

領

域

一般市販の一般市販の一般市販の一般市販の

ペットボトル茶ペットボトル茶ペットボトル茶ペットボトル茶



（４）蓄積された小ロット・多品種生産ノウハウ（（４）蓄積された小ロット・多品種生産ノウハウ（（４）蓄積された小ロット・多品種生産ノウハウ（（４）蓄積された小ロット・多品種生産ノウハウ（構造資産構造資産構造資産構造資産））））

６．自社の強み・優位性（知的６．自社の強み・優位性（知的６．自社の強み・優位性（知的６．自社の強み・優位性（知的資産）資産）資産）資産）

当社は創業以来、小ロット受注にも注力してきました。そのため、小容量でも歩留りを上げれるよう

に工夫を重ねてきました。更に多品種生産にも取り組んできたため、手替えの効率化にも工夫を重ね

てきました。それらにより小ロット・多品種生産ノウハウが蓄積されました。

その結果インスタント茶の場合、現在OEM専門にしている会社の一回の製造ロットが約500kg必要
なのに対し、弊社は約20kgから可能（採算に乗る）という実績をもたらしています。取り出した抽出液
をデキストリンと混合させ乾燥させるもので、お湯または

冷水を注ぐだけで溶け、残渣は残らない。そのため、簡易化を求める時代には便利な商品と言える。

対照的なものとしては、茶葉を粉砕しただけの粉末茶がある。（残渣が残る）
（５）優れた開発力・技術力（（５）優れた開発力・技術力（（５）優れた開発力・技術力（（５）優れた開発力・技術力（構造資産構造資産構造資産構造資産））））

これに関しては、画期的な次の二つの開発実績より明らかです。

①日本で初となるインスタント茶の開発（創業者・吉岡理一＆協力者）

②新規性のある「加熱しても退色しないお茶（ペースト茶）」の開発

（代表者・吉岡秀明＆共同開発社）

③グロッサリーコレクションシリーズの開発

④インスタント茶のオリジナル乾燥技術とペースト茶の粉砕技術を応用し

て、ＯＥＭ商品として新商品の開発の依頼が増えています。

（６）（６）（６）（６）信頼関係で結ばれた仕入ネットワーク（関係資産）

弊社の株主は、地元お茶農家の集まりであるため、常に使用する茶葉

（茶園）の状況が把握でき、更に地元のお茶問屋を経由することで、茶葉

に対する安定供給と安心感（ISO9001取得している）があります。また弊社

がその茶葉を使い製造加工し、新たな商品化をして提供・宣伝することで、

近江土山茶の知名度UPにも繋がると確信しています。（全国ではまだまだ

知名度が低いため） 左の写真は弊社から見える株主の茶園です。

＜経営革新計画認定証＞

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社
－１０－－１０－－１０－－１０－
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図
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図
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図

（５）（５）（５）（５）

優れた開発力優れた開発力優れた開発力優れた開発力

（６）（６）（６）（６）

仕入仕入仕入仕入

ネットワークネットワークネットワークネットワーク

（１）（１）（１）（１）

継承されている継承されている継承されている継承されている

製造ノウハウ製造ノウハウ製造ノウハウ製造ノウハウ

（２）（２）（２）（２）

高品質な高品質な高品質な高品質な

モノづくりモノづくりモノづくりモノづくり

（４）（４）（４）（４）

小ロット・多品種小ロット・多品種小ロット・多品種小ロット・多品種

生産ノウハウ生産ノウハウ生産ノウハウ生産ノウハウ

（３）（３）（３）（３）

品質・安全品質・安全品質・安全品質・安全

優位性のある製品優位性のある製品優位性のある製品優位性のある製品

このペースト茶の開発に関しては、「経営革新計画」の認定を受けています。

この開発力は、創業期における10年にも及ぶ開発の取り組みが、開発ノウハウとして社内に蓄積され、
製造ノウハウと同じように開発ノウハウを継承した人材が社内に存在していることに起因しています。



７．これからの事業展開７．これからの事業展開７．これからの事業展開７．これからの事業展開

（１）クロスＳＷＯＴ分析（１）クロスＳＷＯＴ分析（１）クロスＳＷＯＴ分析（１）クロスＳＷＯＴ分析

①①①①クロスクロスクロスクロスＳＷＯＴ分析ＳＷＯＴ分析ＳＷＯＴ分析ＳＷＯＴ分析より導き出される戦略より導き出される戦略より導き出される戦略より導き出される戦略ⅠⅠⅠⅠ～～～～ⅣⅣⅣⅣ

【【【【 クロスＳＷＯＴ分析クロスＳＷＯＴ分析クロスＳＷＯＴ分析クロスＳＷＯＴ分析 】】】】

②戦略②戦略②戦略②戦略ⅠⅠⅠⅠ～～～～ⅣⅣⅣⅣよりよりよりより導き出される導き出される導き出される導き出される将来戦略将来戦略将来戦略将来戦略

≪≪≪≪強強強強 みみみみ≫≫≫≫ ≪≪≪≪弱弱弱弱 みみみみ≫≫≫≫

＜人的資産＞＜人的資産＞＜人的資産＞＜人的資産＞

①社長はお茶に対する知識・ブレンド法等に対する

ノウハウが豊富である（茶審査技術初段保有)

②製造・開発ノウハウを持った社員がいる

＜構造資産＞＜構造資産＞＜構造資産＞＜構造資産＞

③開発・製造・販売までの自社一貫施工体制確

立している。そのため高品質のものつくりが

できる。また製法より安全優位性もある

④開発力・技術力がある。（インスタント茶・

ペースト茶の開発実績、優れた乾燥・粉砕技

術）

⑤インスタント茶・ペースト茶には加熱しても

変色しない・残渣が残らない・添加物が少な

い という品質優位性がある

⑥小ロット生産ノウハウがある

⑦情報発信力がある(ＨＰ･ＦＢ･ブログの開設)

⑧従業員のチームワークが良い

＜関係資産＞＜関係資産＞＜関係資産＞＜関係資産＞

⑨公的機関や専門家とのネットワークが構築さ

れている

⑩原料茶葉の仕入れルートを確保している。

（約半数が当社株主でもある）

⑪乾燥技術・粉砕技術に対する市場評価が高く、

他社との共同開発案件が増えている。

＜人的資産＞＜人的資産＞＜人的資産＞＜人的資産＞

①社長以外はお茶に対する知

識やノウハウがまだ浅い

＜構造資産＞＜構造資産＞＜構造資産＞＜構造資産＞

③営業力が弱い（ノウハウや

人材の不足）

④販路が少ない

⑤財務基盤が弱い

⑥ペースト茶の生産能力が

小さい

＜関係資産＞＜関係資産＞＜関係資産＞＜関係資産＞

≪≪ ≪≪

機機機機

会会会会≫≫ ≫≫

＜マクロ環境＞＜マクロ環境＞＜マクロ環境＞＜マクロ環境＞

㋑食の安全・安心に対する関心の高ま

り

㋺本物志向の風潮の高まり

㋩健康志向の高まり

＜ミクロ環境＞＜ミクロ環境＞＜ミクロ環境＞＜ミクロ環境＞

㊁インスタント茶の需要増加見通し

㋭ペースト茶は原料としての応用範囲

が広い

強みを活かし、機会をものにする戦略強みを活かし、機会をものにする戦略強みを活かし、機会をものにする戦略強みを活かし、機会をものにする戦略

（方法）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略（方法）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略（方法）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略（方法）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略ⅠⅠⅠⅠ

≪≪ ≪≪

脅脅脅脅

威威威威≫≫ ≫≫

＜マクロ環境＞＜マクロ環境＞＜マクロ環境＞＜マクロ環境＞

㋑日本の人口減少

㋺気象変動

＜ミクロ環境＞＜ミクロ環境＞＜ミクロ環境＞＜ミクロ環境＞

㋩茶葉の価格上昇の恐れ

（高級茶葉（1番茶）の需要の減少によ

り、2番茶3番茶の価格の上昇）

㊁インスタント茶は大手参入により価格

競争激化

㋭従来の大口顧客である競輪場・競馬

場・競艇場でのお茶需要減少

－１１－－１１－－１１－－１１－

強み強み強み強みを活かし、脅威の影響をを活かし、脅威の影響をを活かし、脅威の影響をを活かし、脅威の影響を受けない受けない受けない受けない

ようようようようにする戦略（方法）・にする戦略（方法）・にする戦略（方法）・にする戦略（方法）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略戦略戦略戦略ⅡⅡⅡⅡ

弱み弱み弱み弱みを克服し、脅威のを克服し、脅威のを克服し、脅威のを克服し、脅威の影境影境影境影境

を受けないを受けないを受けないを受けないようにするようにするようにするようにする戦略戦略戦略戦略

（（（（方法）・・方法）・・方法）・・方法）・・・・・・・・・戦略・・・・・・・戦略・・・・・・・戦略・・・・・・・戦略ⅣⅣⅣⅣ

（イ（イ（イ（イ））））品質・安全優位性品質・安全優位性品質・安全優位性品質・安全優位性を活かしを活かしを活かしを活かし、、、、本物・安全・健康本物・安全・健康本物・安全・健康本物・安全・健康志向の需要を開拓する志向の需要を開拓する志向の需要を開拓する志向の需要を開拓する

（ロ（ロ（ロ（ロ）高）高）高）高品質・品質・品質・品質・小ロット生産ノウハウを活かし、価格競争には参入しない小ロット生産ノウハウを活かし、価格競争には参入しない小ロット生産ノウハウを活かし、価格競争には参入しない小ロット生産ノウハウを活かし、価格競争には参入しない

（ハ（ハ（ハ（ハ）開発力・技術力・営業力を強化して、新商品・ＯＥＭ商品を開発し、新規需要を開拓）開発力・技術力・営業力を強化して、新商品・ＯＥＭ商品を開発し、新規需要を開拓）開発力・技術力・営業力を強化して、新商品・ＯＥＭ商品を開発し、新規需要を開拓）開発力・技術力・営業力を強化して、新商品・ＯＥＭ商品を開発し、新規需要を開拓

内部内部内部内部環境環境環境環境

外部環境外部環境外部環境外部環境

①品質・安全優位性を活かし、本物志向・安全①品質・安全優位性を活かし、本物志向・安全①品質・安全優位性を活かし、本物志向・安全①品質・安全優位性を活かし、本物志向・安全

志向健康志向の需要を開拓する志向健康志向の需要を開拓する志向健康志向の需要を開拓する志向健康志向の需要を開拓する

（③（③（③（③、、、、⑤⑤⑤⑤××××㋑、㋺、㋩）㋑、㋺、㋩）㋑、㋺、㋩）㋑、㋺、㋩）

②開発力・技術力を更に強化して、新商品・ＯＥＭ②開発力・技術力を更に強化して、新商品・ＯＥＭ②開発力・技術力を更に強化して、新商品・ＯＥＭ②開発力・技術力を更に強化して、新商品・ＯＥＭ

商品を開発し、新規需要を開拓商品を開発し、新規需要を開拓商品を開発し、新規需要を開拓商品を開発し、新規需要を開拓

（④、⑪（④、⑪（④、⑪（④、⑪××××㋥、㋭）㋥、㋭）㋥、㋭）㋥、㋭）

①品質・安全優位性・小ロット生産ノウハウを①品質・安全優位性・小ロット生産ノウハウを①品質・安全優位性・小ロット生産ノウハウを①品質・安全優位性・小ロット生産ノウハウを

活かし、価格競争には参入しない活かし、価格競争には参入しない活かし、価格競争には参入しない活かし、価格競争には参入しない

（⑤、⑥（⑤、⑥（⑤、⑥（⑤、⑥××××㊁）㊁）㊁）㊁）

①営業力を強化（内部人財育成）①営業力を強化（内部人財育成）①営業力を強化（内部人財育成）①営業力を強化（内部人財育成）

し、安全・本物・健康志向のし、安全・本物・健康志向のし、安全・本物・健康志向のし、安全・本物・健康志向の

需要を開拓する需要を開拓する需要を開拓する需要を開拓する

（③（③（③（③××××㋑、㋺、㋩）㋑、㋺、㋩）㋑、㋺、㋩）㋑、㋺、㋩）

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

弱みを克服し、機会を弱みを克服し、機会を弱みを克服し、機会を弱みを克服し、機会を逃さ逃さ逃さ逃さ

ないないないない ようにする戦略（方法ようにする戦略（方法ようにする戦略（方法ようにする戦略（方法））））

・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・戦略ⅢⅢⅢⅢ



７．これからの事業展開７．これからの事業展開７．これからの事業展開７．これからの事業展開

（２）将来の（２）将来の（２）将来の（２）将来の経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略

①将来の経営戦略①将来の経営戦略①将来の経営戦略①将来の経営戦略

経営理念・経営者経営理念・経営者経営理念・経営者経営理念・経営者のののの想い及び前頁の経営戦略を総合して、将来の経営戦略を次のようにする。想い及び前頁の経営戦略を総合して、将来の経営戦略を次のようにする。想い及び前頁の経営戦略を総合して、将来の経営戦略を次のようにする。想い及び前頁の経営戦略を総合して、将来の経営戦略を次のようにする。

（イ）（イ）（イ）（イ）品質・安全優位性を活かし、本物品質・安全優位性を活かし、本物品質・安全優位性を活かし、本物品質・安全優位性を活かし、本物・安全・安全・安全・安全・健康志向の需要を開拓・健康志向の需要を開拓・健康志向の需要を開拓・健康志向の需要を開拓するするするする

（（（（ロロロロ）高品質・小ロット）高品質・小ロット）高品質・小ロット）高品質・小ロット生産ノウハウを生産ノウハウを生産ノウハウを生産ノウハウを活かし、価格競争には参入しない活かし、価格競争には参入しない活かし、価格競争には参入しない活かし、価格競争には参入しない

（（（（ハハハハ）開発力・技術力・営業力）開発力・技術力・営業力）開発力・技術力・営業力）開発力・技術力・営業力を強化を強化を強化を強化して、新商品を開発し、新規して、新商品を開発し、新規して、新商品を開発し、新規して、新商品を開発し、新規需要需要需要需要開拓開拓開拓開拓

（自社の素材を活かした高級最終商品開発に重点的に取組む）（自社の素材を活かした高級最終商品開発に重点的に取組む）（自社の素材を活かした高級最終商品開発に重点的に取組む）（自社の素材を活かした高級最終商品開発に重点的に取組む）

（（（（二二二二）ＯＥＭ商品の開発）ＯＥＭ商品の開発）ＯＥＭ商品の開発）ＯＥＭ商品の開発・・・・拡大拡大拡大拡大

－１２－－１２－－１２－－１２－

経営理念経営理念経営理念経営理念

ＳＷＯＴ分析よりのＳＷＯＴ分析よりのＳＷＯＴ分析よりのＳＷＯＴ分析よりの

経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略

社長の想い社長の想い社長の想い社長の想い

【【【【将来の経営戦略将来の経営戦略将来の経営戦略将来の経営戦略】】】】

②将来の経営戦略を実現するための②将来の経営戦略を実現するための②将来の経営戦略を実現するための②将来の経営戦略を実現するための

重要成功重要成功重要成功重要成功要因要因要因要因

③③③③ 重要成功要因を達成するために重要成功要因を達成するために重要成功要因を達成するために重要成功要因を達成するために

獲得・補強すべき主な知的獲得・補強すべき主な知的獲得・補強すべき主な知的獲得・補強すべき主な知的資産資産資産資産

①品質①品質①品質①品質・安全優位性を活かし、本物・安全優位性を活かし、本物・安全優位性を活かし、本物・安全優位性を活かし、本物・・・・

安全安全安全安全・健康志向の需要を開拓する・健康志向の需要を開拓する・健康志向の需要を開拓する・健康志向の需要を開拓する

②高②高②高②高品質品質品質品質・・・・小ロット小ロット小ロット小ロット生産生産生産生産ノウハウノウハウノウハウノウハウ

を活かし、価格競争には参入しないを活かし、価格競争には参入しないを活かし、価格競争には参入しないを活かし、価格競争には参入しない

③開発力・技術力・営業力③開発力・技術力・営業力③開発力・技術力・営業力③開発力・技術力・営業力を強化を強化を強化を強化して、新商品・して、新商品・して、新商品・して、新商品・

ＯＥＭ商品を開発し、新規ＯＥＭ商品を開発し、新規ＯＥＭ商品を開発し、新規ＯＥＭ商品を開発し、新規需要開拓需要開拓需要開拓需要開拓

①自社だけの強みを①自社だけの強みを①自社だけの強みを①自社だけの強みを

持ったオンリーワン企業持ったオンリーワン企業持ったオンリーワン企業持ったオンリーワン企業

②本物にこだわったお茶作り②本物にこだわったお茶作り②本物にこだわったお茶作り②本物にこだわったお茶作り

③近江土山茶のさらなる③近江土山茶のさらなる③近江土山茶のさらなる③近江土山茶のさらなる

ブランド化と需要拡大ブランド化と需要拡大ブランド化と需要拡大ブランド化と需要拡大

④自社の素材を活かした高級最終商品④自社の素材を活かした高級最終商品④自社の素材を活かした高級最終商品④自社の素材を活かした高級最終商品

の開発の開発の開発の開発

⑤ＯＥＭ商品の拡大⑤ＯＥＭ商品の拡大⑤ＯＥＭ商品の拡大⑤ＯＥＭ商品の拡大

お客様の期待以上にお応えできる、お客様の期待以上にお応えできる、お客様の期待以上にお応えできる、お客様の期待以上にお応えできる、

本物本物本物本物のお茶及びお茶関連商品を提供するのお茶及びお茶関連商品を提供するのお茶及びお茶関連商品を提供するのお茶及びお茶関連商品を提供する

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

◆食品加工会社との連携強化◆食品加工会社との連携強化◆食品加工会社との連携強化◆食品加工会社との連携強化

◆ペースト茶の有機◆ペースト茶の有機◆ペースト茶の有機◆ペースト茶の有機JASの認定（品質面・の認定（品質面・の認定（品質面・の認定（品質面・安全面安全面安全面安全面

の向上）の向上）の向上）の向上）

◆情報発信力の◆情報発信力の◆情報発信力の◆情報発信力の強化強化強化強化

◆◆◆◆茶審査技術の段取得＆お茶茶審査技術の段取得＆お茶茶審査技術の段取得＆お茶茶審査技術の段取得＆お茶インストラクターインストラクターインストラクターインストラクター

の取得の取得の取得の取得

（お茶に関するノウハウ向上）（お茶に関するノウハウ向上）（お茶に関するノウハウ向上）（お茶に関するノウハウ向上）

◆顧客◆顧客◆顧客◆顧客管理・生産管理・生産管理・生産管理・生産管理管理管理管理マニュアル作成マニュアル作成マニュアル作成マニュアル作成

◆商社との連携強化◆商社との連携強化◆商社との連携強化◆商社との連携強化

◆開発力・技術力の強化◆開発力・技術力の強化◆開発力・技術力の強化◆開発力・技術力の強化

◆ＯＥＭ商品の共同◆ＯＥＭ商品の共同◆ＯＥＭ商品の共同◆ＯＥＭ商品の共同開発開発開発開発

◆◆◆◆品質・安全優位性を更に品質・安全優位性を更に品質・安全優位性を更に品質・安全優位性を更に強化強化強化強化

◆新規顧客◆新規顧客◆新規顧客◆新規顧客開拓開拓開拓開拓

◆営業力の強化◆営業力の強化◆営業力の強化◆営業力の強化



７．これからの事業７．これからの事業７．これからの事業７．これからの事業展開展開展開展開

（３）ＫＰＩ（重要業績評価指標）：将来の経営目標を達成するための（３）ＫＰＩ（重要業績評価指標）：将来の経営目標を達成するための（３）ＫＰＩ（重要業績評価指標）：将来の経営目標を達成するための（３）ＫＰＩ（重要業績評価指標）：将来の経営目標を達成するためのＫＰＩＫＰＩＫＰＩＫＰＩ

１）１）１）１）2013201320132013年年年年1111月期の現状・将来計画値及び月期の現状・将来計画値及び月期の現状・将来計画値及び月期の現状・将来計画値及び2015201520152015年年年年1111月期の実績月期の実績月期の実績月期の実績

ＫＰＩＫＰＩＫＰＩＫＰＩ 現状現状現状現状

将来将来将来将来

(2013201320132013年年年年1111月期時点の将来値月期時点の将来値月期時点の将来値月期時点の将来値)
実績実績実績実績

売上高売上高売上高売上高

100100100100（基準値）（基準値）（基準値）（基準値）

（（（（2013201320132013年年年年1111月期現在）月期現在）月期現在）月期現在）

200200200200

（（（（2018201820182018年年年年1111月期時点）月期時点）月期時点）月期時点）

100100100100

（（（（2015201520152015年年年年1111月期現在）月期現在）月期現在）月期現在）

事業（売上）比率事業（売上）比率事業（売上）比率事業（売上）比率

（（（（※※※※１）１）１）１）

インスタント茶インスタント茶インスタント茶インスタント茶 95959595％％％％

ペースト茶ペースト茶ペースト茶ペースト茶 1.51.51.51.5％％％％

その他事業その他事業その他事業その他事業 3.53.53.53.5％％％％

インスタント茶インスタント茶インスタント茶インスタント茶 70%70%70%70%

ペースト茶ペースト茶ペースト茶ペースト茶 25%25%25%25%

その他事業その他事業その他事業その他事業 5%5%5%5%

インスタント茶インスタント茶インスタント茶インスタント茶 92.%92.%92.%92.%

ペースト茶ペースト茶ペースト茶ペースト茶 5.0%5.0%5.0%5.0%

その他事業その他事業その他事業その他事業 3.0%3.0%3.0%3.0%

OEMOEMOEMOEM比率比率比率比率 10101010％％％％ 30303030％％％％ 15151515％％％％

新規顧客数新規顧客数新規顧客数新規顧客数 0000 20202020社社社社 8888社社社社

生産能力生産能力生産能力生産能力 1111 1.51.51.51.5 1111

お茶商品アイテムお茶商品アイテムお茶商品アイテムお茶商品アイテム

の数の数の数の数

インスタント茶インスタント茶インスタント茶インスタント茶 5555

ペースト茶ペースト茶ペースト茶ペースト茶 4444

インスタント茶インスタント茶インスタント茶インスタント茶 8888

ペースト茶ペースト茶ペースト茶ペースト茶 6666

インスタント茶インスタント茶インスタント茶インスタント茶 5555

ペースト茶ペースト茶ペースト茶ペースト茶 5555

ペースト茶を使ったペースト茶を使ったペースト茶を使ったペースト茶を使った

新商品の数新商品の数新商品の数新商品の数

2222（ジャム、うどん）（ジャム、うどん）（ジャム、うどん）（ジャム、うどん） 10101010 3(3(3(3(ジャム、味噌、ドレッシングジャム、味噌、ドレッシングジャム、味噌、ドレッシングジャム、味噌、ドレッシング))))

管理マニュアルの管理マニュアルの管理マニュアルの管理マニュアルの

作成作成作成作成

作成中作成中作成中作成中 管理マニュアルの充実化管理マニュアルの充実化管理マニュアルの充実化管理マニュアルの充実化

2014201420142014年度に生産管理マニュ年度に生産管理マニュ年度に生産管理マニュ年度に生産管理マニュ

アルを作成したアルを作成したアルを作成したアルを作成した

－１３－－１３－－１３－－１３－
日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

２）２）２）２）201201201201５年５年５年５年1111月期の実績未達要因と対策及び（達成要因）月期の実績未達要因と対策及び（達成要因）月期の実績未達要因と対策及び（達成要因）月期の実績未達要因と対策及び（達成要因）

【【【【総括総括総括総括】】】】計画値が少し甘かったかもしれない。また、改善に向けて進行中の項目もいくつかある。計画値が少し甘かったかもしれない。また、改善に向けて進行中の項目もいくつかある。計画値が少し甘かったかもしれない。また、改善に向けて進行中の項目もいくつかある。計画値が少し甘かったかもしれない。また、改善に向けて進行中の項目もいくつかある。

しかし、未達であることに変わりはないので、その要因と対策をまとめた。しかし、未達であることに変わりはないので、その要因と対策をまとめた。しかし、未達であることに変わりはないので、その要因と対策をまとめた。しかし、未達であることに変わりはないので、その要因と対策をまとめた。

ＫＰＩＫＰＩＫＰＩＫＰＩ 未未未未 達達達達 要要要要 因因因因 対対対対 策策策策

売上高売上高売上高売上高

インスタント事業の入札環境による減少インスタント事業の入札環境による減少インスタント事業の入札環境による減少インスタント事業の入札環境による減少

と、ペースト事業の大きな顧客獲得がでと、ペースト事業の大きな顧客獲得がでと、ペースト事業の大きな顧客獲得がでと、ペースト事業の大きな顧客獲得がで

きなかったため。きなかったため。きなかったため。きなかったため。

弊社技術の情報を発信と、営業力のある企業と弊社技術の情報を発信と、営業力のある企業と弊社技術の情報を発信と、営業力のある企業と弊社技術の情報を発信と、営業力のある企業と

のマッチングなどを図り、営業力の弱さをカバーのマッチングなどを図り、営業力の弱さをカバーのマッチングなどを図り、営業力の弱さをカバーのマッチングなどを図り、営業力の弱さをカバー

し売上増を目指す。し売上増を目指す。し売上増を目指す。し売上増を目指す。

事業（売上）比率事業（売上）比率事業（売上）比率事業（売上）比率

ペースト茶の売上が伸びなかったため。ペースト茶の売上が伸びなかったため。ペースト茶の売上が伸びなかったため。ペースト茶の売上が伸びなかったため。

その原因は、新しいペースト茶を食品にその原因は、新しいペースト茶を食品にその原因は、新しいペースト茶を食品にその原因は、新しいペースト茶を食品に

使用する際の提案力がなかったためであ使用する際の提案力がなかったためであ使用する際の提案力がなかったためであ使用する際の提案力がなかったためであ

る。る。る。る。

ペースト茶の利用方法提案は外部の食の専門ペースト茶の利用方法提案は外部の食の専門ペースト茶の利用方法提案は外部の食の専門ペースト茶の利用方法提案は外部の食の専門

家の知恵を借りたい。また、ＯＥＭ商品の共同家の知恵を借りたい。また、ＯＥＭ商品の共同家の知恵を借りたい。また、ＯＥＭ商品の共同家の知恵を借りたい。また、ＯＥＭ商品の共同

開発に注力し、ペースト茶の売上増を目指す。開発に注力し、ペースト茶の売上増を目指す。開発に注力し、ペースト茶の売上増を目指す。開発に注力し、ペースト茶の売上増を目指す。

（現在共同開発案件数件進行中）（現在共同開発案件数件進行中）（現在共同開発案件数件進行中）（現在共同開発案件数件進行中）

OEMOEMOEMOEM比率比率比率比率

OEMOEMOEMOEM商品としては、新規顧客を増やせた商品としては、新規顧客を増やせた商品としては、新規顧客を増やせた商品としては、新規顧客を増やせた

ことで、ことで、ことで、ことで、OEMOEMOEMOEM比率を増やすことができた。比率を増やすことができた。比率を増やすことができた。比率を増やすことができた。

今後は、さらに攻めの対応で、新提案を積極的今後は、さらに攻めの対応で、新提案を積極的今後は、さらに攻めの対応で、新提案を積極的今後は、さらに攻めの対応で、新提案を積極的

に出していき、に出していき、に出していき、に出していき、OEMOEMOEMOEM比率を上げる営業をする。比率を上げる営業をする。比率を上げる営業をする。比率を上げる営業をする。

新規顧客数新規顧客数新規顧客数新規顧客数

営業をしたことで、小さな顧客であるが、営業をしたことで、小さな顧客であるが、営業をしたことで、小さな顧客であるが、営業をしたことで、小さな顧客であるが、

新規顧客数を増やすことができた。新規顧客数を増やすことができた。新規顧客数を増やすことができた。新規顧客数を増やすことができた。

今後も、営業活動を積極的に実施し、大きな売今後も、営業活動を積極的に実施し、大きな売今後も、営業活動を積極的に実施し、大きな売今後も、営業活動を積極的に実施し、大きな売

り上げに繋がる新規顧客を獲得する。り上げに繋がる新規顧客を獲得する。り上げに繋がる新規顧客を獲得する。り上げに繋がる新規顧客を獲得する。

生産能力生産能力生産能力生産能力

売上が伸びていない分、生産能力も現状売上が伸びていない分、生産能力も現状売上が伸びていない分、生産能力も現状売上が伸びていない分、生産能力も現状

と変わらない。と変わらない。と変わらない。と変わらない。

まず売上増に取組み、増加見込みが確実にまず売上増に取組み、増加見込みが確実にまず売上増に取組み、増加見込みが確実にまず売上増に取組み、増加見込みが確実に

なってから生産能力増に取組む。なってから生産能力増に取組む。なってから生産能力増に取組む。なってから生産能力増に取組む。

お茶商品アイテムお茶商品アイテムお茶商品アイテムお茶商品アイテム

の数の数の数の数

お茶商品開発ができていないため。原因お茶商品開発ができていないため。原因お茶商品開発ができていないため。原因お茶商品開発ができていないため。原因

は研究開発にあてる人員と時間の確保は研究開発にあてる人員と時間の確保は研究開発にあてる人員と時間の確保は研究開発にあてる人員と時間の確保

ができていないためである。ができていないためである。ができていないためである。ができていないためである。

2015201520152015年度中に、実験や、市場調査を実施。また、年度中に、実験や、市場調査を実施。また、年度中に、実験や、市場調査を実施。また、年度中に、実験や、市場調査を実施。また、

社員全員が研究にあてる時間の確保をして、１社員全員が研究にあてる時間の確保をして、１社員全員が研究にあてる時間の確保をして、１社員全員が研究にあてる時間の確保をして、１

商品アイテム増やす。商品アイテム増やす。商品アイテム増やす。商品アイテム増やす。

管理マニュアルの管理マニュアルの管理マニュアルの管理マニュアルの

作成作成作成作成

OEMOEMOEMOEMの増加により、生産管理マニュアルの増加により、生産管理マニュアルの増加により、生産管理マニュアルの増加により、生産管理マニュアル

を作成し、管理していくことができた。を作成し、管理していくことができた。を作成し、管理していくことができた。を作成し、管理していくことができた。

今後、アイテム数の増加予測によるミスが起こ今後、アイテム数の増加予測によるミスが起こ今後、アイテム数の増加予測によるミスが起こ今後、アイテム数の増加予測によるミスが起こ

らないよう、多くの管理マニュアルを作成していらないよう、多くの管理マニュアルを作成していらないよう、多くの管理マニュアルを作成していらないよう、多くの管理マニュアルを作成してい

く。く。く。く。



（１）価値（１）価値（１）価値（１）価値創造ストーリー創造ストーリー創造ストーリー創造ストーリー

８．価値８．価値８．価値８．価値創造ストーリー創造ストーリー創造ストーリー創造ストーリーと知的資産活用マップと知的資産活用マップと知的資産活用マップと知的資産活用マップ
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・・・・

過去過去過去過去 将来将来将来将来現在現在現在現在

・５０年間の製造ノウハウを引き継ぐ人材・５０年間の製造ノウハウを引き継ぐ人材・５０年間の製造ノウハウを引き継ぐ人材・５０年間の製造ノウハウを引き継ぐ人材

・開発ノウハウを引き継ぐ人材・開発ノウハウを引き継ぐ人材・開発ノウハウを引き継ぐ人材・開発ノウハウを引き継ぐ人材

・茶審査技術・段所有者：・茶審査技術・段所有者：・茶審査技術・段所有者：・茶審査技術・段所有者：１名１名１名１名

・お茶インストラクターの資格者：１名・お茶インストラクターの資格者：１名・お茶インストラクターの資格者：１名・お茶インストラクターの資格者：１名

（これは（これは（これは（これは2018201820182018年末年末年末年末までにまでにまでにまでに））））

・開発・製造・販売・営業までの一貫・開発・製造・販売・営業までの一貫・開発・製造・販売・営業までの一貫・開発・製造・販売・営業までの一貫

製造体制製造体制製造体制製造体制

・インスタント茶・ペースト茶の品質優位性・インスタント茶・ペースト茶の品質優位性・インスタント茶・ペースト茶の品質優位性・インスタント茶・ペースト茶の品質優位性

・小ロット生産ノウハウ・小ロット生産ノウハウ・小ロット生産ノウハウ・小ロット生産ノウハウ

・新商品の開発力・新商品の開発力・新商品の開発力・新商品の開発力

・インスタント茶の有機ＪＡＳの認定工場・インスタント茶の有機ＪＡＳの認定工場・インスタント茶の有機ＪＡＳの認定工場・インスタント茶の有機ＪＡＳの認定工場

・仕入ネットワーク・仕入ネットワーク・仕入ネットワーク・仕入ネットワーク

・グロッサリー・コレクション・グロッサリー・コレクション・グロッサリー・コレクション・グロッサリー・コレクションの開発にの開発にの開発にの開発におけるおけるおけるおける

外部企業との連携外部企業との連携外部企業との連携外部企業との連携

・インスタント茶・インスタント茶・インスタント茶・インスタント茶

・ペースト茶・ペースト茶・ペースト茶・ペースト茶

・ペースト茶の有機ＪＡＳの認定工場の取得・ペースト茶の有機ＪＡＳの認定工場の取得・ペースト茶の有機ＪＡＳの認定工場の取得・ペースト茶の有機ＪＡＳの認定工場の取得

・提案営業マニュアル作成・提案営業マニュアル作成・提案営業マニュアル作成・提案営業マニュアル作成

・顧客管理マニュアル作成・顧客管理マニュアル作成・顧客管理マニュアル作成・顧客管理マニュアル作成

（これらは全て（これらは全て（これらは全て（これらは全て2012012012018888末までに）末までに）末までに）末までに）

・新規取引先の開拓・新規取引先の開拓・新規取引先の開拓・新規取引先の開拓

・食品加工・食品加工・食品加工・食品加工会社との連携会社との連携会社との連携会社との連携強化強化強化強化

（開発力強化及びＯＥＭ共同開発の為に）（開発力強化及びＯＥＭ共同開発の為に）（開発力強化及びＯＥＭ共同開発の為に）（開発力強化及びＯＥＭ共同開発の為に）

・お茶関連商社との連携強化・お茶関連商社との連携強化・お茶関連商社との連携強化・お茶関連商社との連携強化

（営業力強化のために）（営業力強化のために）（営業力強化のために）（営業力強化のために）

・支援機関との連携の拡大・支援機関との連携の拡大・支援機関との連携の拡大・支援機関との連携の拡大

（これらは全て継続して取り組む）（これらは全て継続して取り組む）（これらは全て継続して取り組む）（これらは全て継続して取り組む）

・新商品の開発・新商品の開発・新商品の開発・新商品の開発

・ＯＥＭ商品の共同開発・ＯＥＭ商品の共同開発・ＯＥＭ商品の共同開発・ＯＥＭ商品の共同開発

（これらは全て継続して取り組む）（これらは全て継続して取り組む）（これらは全て継続して取り組む）（これらは全て継続して取り組む）

【【【【過去～現在のストーリ過去～現在のストーリ過去～現在のストーリ過去～現在のストーリ】】】】～２０１４・～２０１４・～２０１４・～２０１４・6666月月月月 【【【【現在～将来のストーリ現在～将来のストーリ現在～将来のストーリ現在～将来のストーリ】】】】２０１４・２０１４・２０１４・２０１４・7777月～月～月～月～

・インスタント茶事業売上・インスタント茶事業売上・インスタント茶事業売上・インスタント茶事業売上 ９５９５９５９５%

・ペースト茶事業売上・ペースト茶事業売上・ペースト茶事業売上・ペースト茶事業売上 １１１１.５５５５%

・その他事業売上・その他事業売上・その他事業売上・その他事業売上 ３３３３.５５５５%

（２０１３年１月期実績）（２０１３年１月期実績）（２０１３年１月期実績）（２０１３年１月期実績）

・インスタント茶事業売上・インスタント茶事業売上・インスタント茶事業売上・インスタント茶事業売上 ７０％７０％７０％７０％

・ペースト茶事業売上・ペースト茶事業売上・ペースト茶事業売上・ペースト茶事業売上 ２５％２５％２５％２５％

・その他事業売上・その他事業売上・その他事業売上・その他事業売上 ５％５％５％５％

（これらは全て（これらは全て（これらは全て（これらは全て２０１８年１月２０１８年１月２０１８年１月２０１８年１月期時）期時）期時）期時）

－１４－－１４－－１４－－１４－
日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社



８．価値８．価値８．価値８．価値創造ストーリーと創造ストーリーと創造ストーリーと創造ストーリーと知的資産活用マップ知的資産活用マップ知的資産活用マップ知的資産活用マップ

（２）知的資産活用（２）知的資産活用（２）知的資産活用（２）知的資産活用マップマップマップマップ

将来将来将来将来獲得・補強すべ獲得・補強すべ獲得・補強すべ獲得・補強すべ

き知的き知的き知的き知的資産を示す資産を示す資産を示す資産を示す

現在保有する現在保有する現在保有する現在保有する

知的資産を示す知的資産を示す知的資産を示す知的資産を示す

⑤⑤⑤⑤営業力の営業力の営業力の営業力の

強化強化強化強化

④④④④新規新規新規新規顧客顧客顧客顧客のののの

開拓開拓開拓開拓

【【【【重要成功要因重要成功要因重要成功要因重要成功要因】】】】

（①（①（①（①～④）～④）～④）～④）
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【【【【将来の将来の将来の将来の

経営戦略経営戦略経営戦略経営戦略】】】】

①開発力の①開発力の①開発力の①開発力の

強化強化強化強化

－１５－－１５－－１５－－１５－

現在保有する知的資産を強化するとともに、不足す現在保有する知的資産を強化するとともに、不足す現在保有する知的資産を強化するとともに、不足す現在保有する知的資産を強化するとともに、不足す

る知的資産を補充し、それらを連携させ経営る知的資産を補充し、それらを連携させ経営る知的資産を補充し、それらを連携させ経営る知的資産を補充し、それらを連携させ経営戦略戦略戦略戦略達達達達

成に結びつける。成に結びつける。成に結びつける。成に結びつける。

開発開発開発開発ノウハウをノウハウをノウハウをノウハウを

保有する人材保有する人材保有する人材保有する人材

＜人的資産＞＜人的資産＞＜人的資産＞＜人的資産＞ ＜関係資産＞＜関係資産＞＜関係資産＞＜関係資産＞＜構造資産＞＜構造資産＞＜構造資産＞＜構造資産＞

③③③③品質・安品質・安品質・安品質・安

全優位性を全優位性を全優位性を全優位性を

更に強化更に強化更に強化更に強化

顧客管理及び顧客管理及び顧客管理及び顧客管理及び

生産生産生産生産管理管理管理管理

マニュアルの作成マニュアルの作成マニュアルの作成マニュアルの作成

食品加工会社と食品加工会社と食品加工会社と食品加工会社と

の連携強化の連携強化の連携強化の連携強化

（一部実現（一部実現（一部実現（一部実現））））

資格の取得資格の取得資格の取得資格の取得

（茶審査技術等）（茶審査技術等）（茶審査技術等）（茶審査技術等）

お茶の本物の味・風味をお茶の本物の味・風味をお茶の本物の味・風味をお茶の本物の味・風味を

提供し、満ち足りた憩いのひと提供し、満ち足りた憩いのひと提供し、満ち足りた憩いのひと提供し、満ち足りた憩いのひと

時を感じてもらう時を感じてもらう時を感じてもらう時を感じてもらう

（顧客（顧客（顧客（顧客提供提供提供提供価値価値価値価値））））

商社との商社との商社との商社との

連携強化連携強化連携強化連携強化

（一部実現（一部実現（一部実現（一部実現））））

製造製造製造製造ノウハウをノウハウをノウハウをノウハウを

保有する人材保有する人材保有する人材保有する人材

ペースト茶の有機ペースト茶の有機ペースト茶の有機ペースト茶の有機

ＪＡＳの認定ＪＡＳの認定ＪＡＳの認定ＪＡＳの認定

一貫製造体制に一貫製造体制に一貫製造体制に一貫製造体制に

基づくモノづくり基づくモノづくり基づくモノづくり基づくモノづくり

仕入仕入仕入仕入

ネットワークネットワークネットワークネットワーク

小ロット小ロット小ロット小ロット

生産ノウハウ生産ノウハウ生産ノウハウ生産ノウハウ

製品の品質・安全製品の品質・安全製品の品質・安全製品の品質・安全

優位性優位性優位性優位性

更に強化する更に強化する更に強化する更に強化する

②ＯＥＭ商品②ＯＥＭ商品②ＯＥＭ商品②ＯＥＭ商品

の共同開発の共同開発の共同開発の共同開発

情報発信力情報発信力情報発信力情報発信力

の強化の強化の強化の強化

（一部実現（一部実現（一部実現（一部実現））））

インスタント茶のインスタント茶のインスタント茶のインスタント茶の

有機ＪＡＳ認定有機ＪＡＳ認定有機ＪＡＳ認定有機ＪＡＳ認定

乾燥技術・粉砕乾燥技術・粉砕乾燥技術・粉砕乾燥技術・粉砕

技術への高評価技術への高評価技術への高評価技術への高評価

乾燥技術・粉砕乾燥技術・粉砕乾燥技術・粉砕乾燥技術・粉砕

技術技術技術技術のののの保有保有保有保有

ＳＳＳＳ-ＨＡＣＣＰ取得ＨＡＣＣＰ取得ＨＡＣＣＰ取得ＨＡＣＣＰ取得



９．会社概要９．会社概要９．会社概要９．会社概要

会社名会社名会社名会社名 日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

創立創立創立創立 １９６３年１９６３年１９６３年１９６３年7777月月月月5555日日日日

会社所在地会社所在地会社所在地会社所在地

住所：〒住所：〒住所：〒住所：〒528528528528----0233023302330233 滋賀県甲賀市土山町市場滋賀県甲賀市土山町市場滋賀県甲賀市土山町市場滋賀県甲賀市土山町市場388388388388

ＴＥＬ：ＴＥＬ：ＴＥＬ：ＴＥＬ：0748074807480748----67676767----0215021502150215

ＦＡＸ：ＦＡＸ：ＦＡＸ：ＦＡＸ：0748074807480748----67676767----0815081508150815

メールアドレス：メールアドレス：メールアドレス：メールアドレス：info@nihonryokucha.cominfo@nihonryokucha.cominfo@nihonryokucha.cominfo@nihonryokucha.com

代表取締役代表取締役代表取締役代表取締役 吉岡吉岡吉岡吉岡 秀明秀明秀明秀明

資本金資本金資本金資本金 1,0001,0001,0001,000万円万円万円万円

従業員従業員従業員従業員 ５名５名５名５名

事業内容事業内容事業内容事業内容

インスタント茶・ペースト茶及びお茶関連商品製造インスタント茶・ペースト茶及びお茶関連商品製造インスタント茶・ペースト茶及びお茶関連商品製造インスタント茶・ペースト茶及びお茶関連商品製造

ＯＥＭ商品の開発ＯＥＭ商品の開発ＯＥＭ商品の開発ＯＥＭ商品の開発

ホームページホームページホームページホームページ http://www.nihonryokucha.comhttp://www.nihonryokucha.comhttp://www.nihonryokucha.comhttp://www.nihonryokucha.com

－１６－－１６－－１６－－１６－

（インスタント茶の製造工程図）（インスタント茶の製造工程図）（インスタント茶の製造工程図）（インスタント茶の製造工程図）

日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社

（ペースト茶の製造工程図）（ペースト茶の製造工程図）（ペースト茶の製造工程図）（ペースト茶の製造工程図）
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１０．あとがき１０．あとがき１０．あとがき１０．あとがき

（１）知的資産経営とは（１）知的資産経営とは（１）知的資産経営とは（１）知的資産経営とは

知的資産経営とは、従来バランスシートに記載されている資産以外の無形の資産であり、 企業における

競争力の源泉である人材、技術、技能、知的財産（特許・ブランドなど）、組織力、経営理念、顧客とのネッ

トワークなど、財務諸表には表れてこない、目に見えにくい経営資源の総称を意味します。よって、「知的

資産経営報告書」とは、目に見えにくい経営資源、即ち非財務情報を、債権者、株主、顧客、従業員といっ

たステークホルダー（利害関係者）に対し、「知的資産」を活用した企業価値向上に向けた活動（価値創造

戦略）と して目に見える形でわかりやすく伝え、企業の将来性に関する認識の共有化を図ることを目的

に作成する書類です。経済産業省から平成１７年１０月に「知的資産経営の開示ガイドライン」が公表され

ており、本報告書は原則としてこれに準拠しています。

（２）注意事項（２）注意事項（２）注意事項（２）注意事項

本知的資産経営報告書に掲載しました将来の経営戦略及び事業計画ならびに付帯する事業見込みなど

は、全て現在入手可能な情報をもとに、当社の判断にて掲載しています。

そのため、将来にわたり当社の取り巻く経営環境（内部環境及び外部環境）の変化によって、これらの記

載内容などを変更すべき必要が生じることもあり、その際には本報告書の内容が将来実施又は実現する

内容と異なる可能性もあります。よって、本報告書に掲載した内容や数値などを、当社が将来に亘って保

証するものではないことを、十分にご了承願います。

（３）作成者（３）作成者（３）作成者（３）作成者

日本緑茶 株式会社

代表取締役 吉岡秀明

（（（（４４４４））））作成支援作成支援作成支援作成支援

●中小企業支援地域プラットホーム：近畿中小企業専門家相談センター

（代表機関：（株）エフアンドエム）

●中小企業診断士 ： 菊田 倶光

登録 ： 中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業 登録派遣専門家

（（（（５５５５）お問い合わせ先）お問い合わせ先）お問い合わせ先）お問い合わせ先

日本緑茶 株式会社

〒528-０２３３

滋賀県甲賀市土山町市場388

ＴＥＬ：0748-67-0215

ＦＡＸ：0748-67-0815

メールアドレス

info@nihonryokucha.com

（６）（６）（６）（６）発行発行発行発行

２０１５年７月

－１７－－１７－－１７－－１７－
日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社日本緑茶株式会社


